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ウインドミル№５

「ウインドミル」第５号の発刊によせて

ごあいさつ

全日本大学ソフトボール連盟会長

大 内 敬 哉

学連機関誌「ウインドミル」の第５号の発刊にあたり、一言

ごあいさつ申し上げます。

「ウインドミル」は、学連の発展充実は、各部ブックの活性

化にあり、どんな小さな情報であっても、学連の加盟校には報

告することが必要である、という主旨で1997年に初めて発刊さ

れたのであります。まだ５号ではありますが、号を重ねるたび

に、只単にゲームの記録を残すのみでなく、ソフトボールに関

する貴重な論文・技術論や研究分野の機関誌として、学連にと

って大きな役割を果たすようになりました。これは編集にご尽

力いただいている諸先生、またご投稿いただきました皆々様の

ご協力によるものであり、心より感謝申し上げます。

さて、第４号の「大学ソフトボール男子選手の試合姿勢」に

おいて、ここ数年の男子のゲームにおける試合態度についての

ご提言がありました。さらにこの問題については、理事長より

も機会あるごとに指摘されております。私もこの問題について

は、心配も致しておりました。本年第36回の選手権大会（茨城

県下妻市）で、最終日の準決勝・決勝戦を見ましたが、今年の

準決勝戦に進出した４チームはいずれもすばらしいチームでし

た。特に決勝のゲームは感動さえ覚えました。それは私ばかり

でなく、観衆の皆さんや報道の方々にも同様であったと確信致

します。胸を張って閉会式に立つことができました。このよう

に小さなことではありますが、学連は一歩ずつ前進しておりま

す。この「ウインドミル」が日本ばかりでなく、国際的にもソ

フトボールの情報発信基地としてのさらなる発展を祈念いたし

ております。
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【巻頭言】 ２１世紀の大学ソフトボール

副理事長 水 谷 博

「気がつけば21世紀」、どこかで聞いた言葉です。しかし、大学ソフトボー

ル界は、確実に変化しています。今年から東西対抗は開催されなくなりました

が、関東、中国および九州地区において、これまで開催されていなかった秋季

大会が初めて開催されました。これで、学連加盟全９ブロックで秋季大会が開

催されるようになったわけです。また、来年３月には、本学連が初めて後援す

るオープン大会が東海地区で開催されることになっています。さらに、全日本

短期大学大会は形を変えて愛媛県宇和島市での開催の予定です。

一方、競技成績では、インカレにおいては男子の日本体育大学と女子の東京

体育大学の連続優勝がここ数年続いています。総合選手権における大学チーム

の成績は、ここしばらくあまり芳しくありません。以前には、総合選手権で大

学チームが優勝することもありましたが、日本リーグの隆盛とともに、大学チ

ームは上位進出はもとより、総合選手権に出場することすら困難な状況が続い

ています。これらのことは、一見すると大学チームの競技力の低下を意味して

いるようにも思われますが、全日本チームにはかなりの現役やＯＢ・ＯＧの選

手を排出していることから、決してそうではないようです。これまで、日本の

ソフトボール界を牽引してきた原動力である前記２大学に選手が集中しなくな

ったからではないでしょうか。西日本地区では、男女とも勢力地図に大きな変

化がすでに現れていますし、東日本地区でもその萌芽が認められます。

ところで、1988年から文部大臣認定の「地域スポーツ指導者」の養成が開始

され、(財)日本ソフトボール協会ではこの養成専門科目のカリキュラムに準拠

した「ソフトボール指導教本」を1998年に刊行しました。この執筆者に学連関

係者も含まれています。また、各地で開催されるようになった養成講習会には、

学連関係者が積極的に関与しています。指導者養成における学連の果たすべき

役割は非常に大きいといえます。

このように見てきますと、21世紀のソフトボール界は、競技力の向上は、日

本リーグを中心とする実業団・クラブチームで、普及・指導者養成は大学で、

というような役割の分担が浮かんできます。しかしながら、競技力の向上と普

及は全く異なった方向を示しているように思われますが、高い山はそのすそ野

を大きく広げており、普及なくして競技力の向上はあり得ないし、競技力の向

上があって普及も進みます。この方向の異なったベクトルを統一的に推進して

いくことこそが学連に課せられた大きな使命と考えられます。目前の試合に勝

利することも重要ですが、それ以上に学連の構成員すべては、数年間という短

い在籍期間に拘わらず、５年先10年先さらにはこの世紀を見据えて、ソフトボ

ールの普及と競技力の向上に寄与していただけるものと確信しています。
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【事業報告】平成13年度の事業報告と今後の課題

理事長 末 井 健 作

平成13年度の本連盟の事業は、８月の文部科学大臣杯第36回全日本大学ソフトボール選

手権大会（茨城県下妻市、古河市）およびび第７回全日本女子短期大学ソフトボール大会

（東京都日野市、明星大学）と関係各位のご協力をいただき成功裡に終えることができま

した。大会運営に携わっていただいた関係者の皆様に厚く御礼申し上げます。後援いたし

ました第16回東日本、第32回西日本大学選手権大会には、多くの加盟大学が出場し、年々

盛り上がりを感じさせております。また、各地区の学連主管による歴史と伝統のあるリー

グ戦はもとより、新たに新人大会やオープン大会を開催していただき、選手諸君にとって

大きな励みとなることでしょう。今後の全日本大学ソフトボール連盟の方向を示している

ように思います。来年度の各種大会が、さらに活気溢れる大会になるよう学生の諸君の努

力に期待をしています。

全日本女子短期大学大会は、昨年度から会場を東京都日野市明星大学へ移りましたが、

東京都学連の学生委員を中心に大会運営がなされました。しかし、参加大学が７大学と大

きく減少しました。開催日程に問題があるかとも思いますが、今後、開催について検討す

る必要があると考えています。

最近、男子の試合において大学生としての品位に欠ける態度が見受けられ、学生委員を

中心にモラルを高める活動が展開されています。選手の皆さんは、見ておられる多くの人

たちに感動を与える品位ある、そして、気迫溢れる素晴らしいプレイを示さなければなり

ません。

大学連盟としては、加盟大学の選手諸君が満足できる事業を計画しなければならないと

考えています。その一つとして各地区において可能な限り参加しやすいリーグ戦、新人大

会、都道府県単位の選手権大会およびブロックを越えたオープン大会等の開催を検討する

必要があると思います。また、広報活動をさらに強化することや学生役員の活動等に積極

的に取り組まなければならないと考えています。

本年度の事業としての第２回男子ニュージーランド遠征（平成14年２月７日～18日、ウ

ェリントン、オークランド）は、予定通り準備が進められいます。第１回の遠征以上に、

その成果が大いに期待されています。ソフトボールを通じて国際交流を深め、日本から文

化の発信をしていきたいと思います。

平成14年度の事業がさらに充実した内容で実施出来ますよう、皆様の絶大なるご協力を

お願い申し上げます。

５

ウインドミル№５



【特別寄稿】 ソ フ ト ボ ー ル へ の 思 い

～大学のプレーヤー達に～

(財)日本ソフトボール協会技術委員長 三 宅 豊

大学選手権が36回を数えたという。

私にとっては遠い昔のシーンではあるが、同じ舞台に1970年（第５回大会）から1973年（第

８回大会）の４年間、日本体育大学の投手としてマウンドに立っていた頃を思い出します。

高校時代にソフトボールと出会った私は、自分なりの使命感のようなものを持って大学に

進みました。それは、「ソフトボールをするのではなく、ソフトボールをつくる」という思

いでありました。中学時代を野球部で過ごした私は、高校でソフトボール部に入部。その魅

力を知ると共に、競技によって世間の認識・評価はこんなにも変わってしまうものなのかと

いうことを味わいました。後に続く者に少しでも歩みやすい道をつくっていきたい、そんな

使命感が芽生えた時でした。どの競技でも皆同じ汗を流している。「スポーツに人気の大小、

好きと嫌いはあっても差別はない」・「スポーツとはお互いがお互いを認め合うこと」、これ

が私のスポーツに対する原点であり、本当のスポーツとはそんな心の中に育った精神だと思

っています。

高校時代は、「のろい」というイメージを打ち破るために、必死に速いボールを投げるこ

とに打ち込んでいました。まだ、群馬では誰もウインドミル投法でボールを投げる人がいな

い時代でした。ただ、腕を回して投げる投法があるということだけがヒントであり、ボール

に全身の力を乗せるためにはどのように踏み出し、どのように腕を回すのが理想的なのか、

中指の先に全部の力を集中させるためにはどのようなフォームが理想的なのかということを

考え、練習に取り組んでいました。

そして、大学に進んでからはコントロールというものを追求しました。それはどこに投げ

ようと配球を組み立てることができても、そこに投げるコントロールがなくては何にもなら

ないからです。雨の日は、教室で靴の親指の横を擦り削りながら3 0 0球を投げ込む日々が続

きました。ベースの上は、ストライクゾーンではない。それは、ヒット・ホームランゾーン

であり、皮１枚をかすらせる技術を身に付けることに夢中になっていました。速球を内外角

に50球ずつ100球、ライズボール50球、ドロップ50球、チェンジアップ50球、これらを組み

合わせて50球投げると、もう3 0 0球なのである。3 0 0球といっても１つの球種を１日たった

50球しか投げられないのです。もっと投げたい、でもそれ以上はさすがに腕に負担がかかる。

そんな毎日を送り、大学選手権４連覇を果たすことができました。

卒業後は、高校男子ソフトボール部の監督とともに群馬ソフトボールクラブでの二足のわ

らじを履き、引退するまでの20年間現役生活を続けました。この間一貫して持ち続けたもの

は「満足な体と十分な技術で常にマウンドに立つ」ということでした。人と人との間は信頼

感でつながれている。つまり、当てになるか否かである。そのための自己管理、与えられた

ポジションへの責任だけは失わなかったつもりです。

そしてもう一つ、ユニフォームを着たときにずっと守っていたことがあります。それは、

ソフトボールに対するプライドです。どういうことかと申しますと、「紳士たれ」というこ
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とです。一般の人々にソフトボールへの理解を深めるためには、まずユニフォーム姿を美し

くするということでした。ですから、会場地において上着のボタンを外し、裾を出して歩い

たり、帽子をさかさまにかぶったり、サンダル履きや煙草を吸って歩く（煙草は吸いません

でしたが）ということは、ソフトボールは素晴らしいと観衆が思うのとは対極にあると思っ

ていました。

野次（ヤジ）も同じです。私もよく野次られました。気心しれた相手からのジョークなら

ともかく、グラウンドの外なら喧嘩になるような言葉は言うべきではないと思うし、卑怯だ

と思っています。私は、野次ってまでも勝ちたい相手と試合をするつもりはありませんでし

た。もし、そこまでして勝ちたいなら試合放棄して勝ちを譲ってもいいと思っていました。

なぜなら、私が練習してきたボールをそんな相手に一球たりとも投げるのはもったいないと

思っていたからです。

ソフトボールは、試合をして楽しいのです。相手は敵ではありません。同じ競技に楽しみ

を見いだした仲間なのです。

さて、大学の選手の皆さん。皆さんは次代のソフトボールを、社会を担っています。商業

スポーツやマスコミ偏重の中、スポーツを正しくとらえる目、心を養い、本当のスポーツ文

化を育てていって欲しいと思います。幸いなるかな、ソフトボールはスポーツに対して色々

なことを教えてくれます。

私は日本協会の役員として、マスコミやＪＯＣに男女でのソフトボールの理解を求めてい

ます。日本ソフトボール協会は日本男女ソフトボール協会であり、女子がオリンピックで銀

メダルを獲ってもそれはまだ半分の出来事です。オリンピックは、男女で参加が基本精神な

のです。競技の普及度によって出場国数に差があっても仕方ないと思います。しかし、競技

があるのに参加資格を与えないというのは権利を与えないということですから、オリンピッ

クがスポーツの祭典を唱えるのなら矛盾していることだと思っています。ソフトボールは、

女子には女子の魅力、男子には男子の魅力があるのです。互いを認め合うところに繁栄があ

るのです。後に続く人達の活躍に期待しています。

【編集部註】三宅 豊 氏 略歴

生年月日：昭和26年11月25日（49歳） 群馬県安中市安中

(財)日本ソフトボール協会強化副本部長・技術委員長、群馬県ソフトボール協会副会長、

新島学園高等学校ソフトボール部監督

新島学園高等学校でソフトボールを始め、全国高等学校選手権大会優勝

日本体育大学進学後、全日本大学選手権大会４連覇 国体、日本選手権に優勝

昭和49年卒業後、母校新島学園高等学校に教師として赴任、

同校男子ソフトボール部の監督のかたわら群馬教員ソフトボールクラブに所属

平成５年の引退までに20年間プレーし、171勝26敗、終身防御率0.463

日本選手権・国体・全日本一般男子選手権・全国教員大会等で22回の優勝

この間、全日本チームの投手としてアジア選手権２回(優勝）、世界選手権４回(４位)出場

また、監督としてインターハイ２回優勝・準優勝２回・３位５回

全国選抜大会優勝１回・準優勝２回・３位３回、国体準優勝１回

男子ジュニアナショナルチーム監督として３回世界選手権（３位１回）に出場

７
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【特別寄稿】大学男子ソフトボールの先輩より後輩へ

東海学園大学ソフトボール部

監督 長 澤 宏 行

「ウインドミル」・・・ソフトボールの代名詞のような名称。この「ウインドミル」へ

の寄稿を広報記録委員長の水谷先生に依頼された時、その名称にぴったりの、大学ソフト

ボール連盟機関誌に寄稿できることは、私にとって大変に光栄なことです。アトランタオ

リンピックの経験か、初出場できたインカレの印象を書こうかと考えたのですが、大学男

子ソフトボールの先輩として一言述べたいと考え、以下のような文章となりました。

本年度より、東海学園大学の女子ソフトボール部が誕生致しました。この「ウインドミ

ル」を通じまして、全国のソフトボールを愛好されます大学関係者の皆様に、今後の御指

導を心よりお願い申し上げる次第です。私は現在、東海学園大学のソフトボール部の監督

と野球部の監督を兼任しております。元々、野球の出身ではありましたが、日本体育大学

で故下奥信也先生にソフトボールを教えていただき、ソフトボールのおかげで現在がある

ということを感謝をしております。

さて、皆様、大学の男子ソフトボールの先輩として一言述べさせていただきます。特に、

男子ソフトボール部の皆様に私の気持ちを聞いていただきたいのです。

大学の時、日体大の陸上グラウンドのはしっこの方で私達男子ソフトボール部は練習を

していました。また、そのすみもない時は、ネットをかついで多摩川の川べりで練習にあ

けくれたのです。ボールが多摩川に飛び込むので、あらかじめ当番が川の中でユニホーム

をぬらしながら守っているという具合です。私は甲子園を目指していた球児でしたから、

高校の同級生が神宮に出たのを応援に行った時は、複雑な思いにかられたのは事実です。

革のボールを毎日磨き、ゴムボールは洗剤をつけてタワシでこすり大事にしました。バッ

トも最初は木を使っていたのですよ。宿舎へ帰れば、「えっ！ 男子もソフトボールする

の？」と真顔できかれるし、日体大ソフトボール部の男子のチンドン屋のようなユニホー

ムには心底、「恥ずかしい」と感じたものです。

そんな私でしたが、ソフトボールを自慢できるものがありました。それは、ウインドミ

ルが投げれることでした。二年先輩の三宅豊さんの、生き物のように動くボールには誇り

を感じたものです。今、早稲田で教授をされている吉村先生や、オリンピックで解説をさ

れた埼玉県庁の鈴木氏とも対戦をしたのが昨日のように思い出されます。

現在はフェンスがありますが、私達の時にはありません。私は飛ばす事が得意で、野球

場のフェンスにもぶつけていたのですが、下奥監督にはよく怒られたものです。

そんな私は本年度より、ひょんな事で東海学園大学で野球と巡り会う事になったのです

が、自分の大学の時のソフトの練習よりも甘く、取り組み方のいい加減な野球部を見て、

最初は残念に思いました。昔のチームメイトのあのひたむきなソフトに対する姿勢が思い
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出されるのです。先日、トヨタのスポーツセンターへ行く機会があり、男子のソフトの試

合を見ました。井川監督の男子ソフトボールにかける情熱を久しぶりに感じ、感動しまし

た。男子のソフトボールのプレイは、女子の比べものにならないパワーとスピード感あふ

れるものでした。私にとって、久しぶりの男子ソフトのプレイでしたけれど、大学の野球

部に見せてやりたいと感じたものです。きびきびしたプレイ、マナーの良さ、髪を染めた

りピアスをしたりというようなプレイヤーは一人もいません。

先日、私のクラブで、髪を染めた者がいたのでこの話をして、トヨタの練習を見に行か

せました。プレイとは関係ないという人もいますが、私はだらしのない性格は、毎日の「取

り組み」に左右されると言っています。「取り組み」が「習慣」となり、「習慣」が「考

え方」を生み、「考え方」がその人の性格となるのです。だらしのないプレイは、毎日の

「取り組み」「身だしなみ」「礼儀」とは無関係ではないのです。

また、ソフトボールの審判の皆様の謙虚さと向上心は私の所属している野球連盟の方々

にも見ていただきたいと感じています。

大学男子ソフトボール部員の諸君、「胸を張って、この素晴らしい男子ソフトボールを

引っ張って欲しい。」そして、「夢！男子ソフトボール種目、オリンピック出場」を実現

していただきたい。

女子ソフトボールは隆盛の一途をたどっている事は確かです。

女子の実業団の監督が、「女子は、女子の監督が育てる」と雑誌の対談で話していまし

た。それはそれで結構なことで、数多くの実力ある女性監督の出現を期待しています。現

に女性監督に育てられた女性の監督も日本リーグにいらっしゃいます。ただ、これまでは

指導者の多くが男性であったということも事実です。

私は、ソフトボールを愛する一員として、ソフトボールは決して女子だけのものではな

いと断言しておきたい。女子の指導者のはしくれの私が、このようなことを書くのはおか

しいけれど、男子ソフトの皆様の心を代弁しておくことにいたします。

そして、この「ウインドミル」を読んで、私の意見に賛同していただいた大学男子ソフ

トボール部諸君！後輩の指導をよろしくお願いいたします。

男子のソフトボールは、野球よりメジャーリーグに近いものがあります。今、野球を指

導していて、それを実感しているところです。”見る”スポーツとして、また、”やる”

スポーツとして、①マナーも良く②スポーツマンらしい髪・態度を心より期待しています。

こんなに素晴らしい男子ソフトボールが泣くようなことだけはしないでおこう。

30年前にソフトボールと出会い、「うすら恥ずかしい」思いをしながらソフトボールと

いう野球とは違ったスポーツの魅力にとりつかれた私が、この「ウインドミル」という機

関誌を通じて、後輩の皆様へボールを投げかけさせていただきました。これから、シーズ

ンオフを迎えますが、来るべき来シーズンに向けてしっかりと練習をして、来シーズンの

リーグで、またインカレでお会いいたしましょう。

大学ソフトボール界の今後の発展を心よりお祈り申し上げます。
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【報告】 全日本大学男子選抜チーム

ニュージーランド遠征計画

全日本大学ソフトボール連盟が主催するニュージーランド遠征が、来る2002年２月に行

われますので、その概要を紹介します。

遠征の目的は、全日本大学ソフトボール連盟加盟男子大学から20名の選手を選抜し、世

界のソフトボールで最もレベルが高いと言われているニュージーランドに訪問し、交流試

合やホームステイを通じての人的交流・親睦を深め、その技術向上を目指すものである。

これにより、大学の枠を越えた学生交流の充実、国際交流及び相互理解を深めることを目

的とする。また、行程と参加者は次のとおりである。

日 日付 都 市 名 現地時間 交通機関 行 程 宿泊

１ ２/７ 関西国際空港 18：15 NZ－98 空路、オークランドへ 機中泊機

オークランド 09：05

２ ２/８ オークランド 11：30 NZ-427 空路、ウェリントンへ Home Stay

ウェリントン 12：30

３ ２/９ ハットバレイ ダブルヘッダー Home Stay

４ ２/10 ハットバレイ ダブルヘッダー Home Stay

５ ２/11 ハットバレイ 終日：自由行動 Home Stay

６ ２/12 ハットバレイ ダブルヘッダー

７ ２/13 ロトルア バス ロトルアへ

８ ２/14 ロトルア ロトルア観光 Hotel

９ ２/15 オークランド バス オークランドへ Home Stay

10 ２/16 オークランド ダブルヘッダー Home Stay

11 ２/17 オークランド ダブルヘッダー Home Stay

オークランド 09:30
12 ２/18 N-97 帰国

関西国際空港 16:55
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参 加 者 名 簿

№ 氏 名 役職・位置 所属大学 学年 住 所

１ 大内 敬哉 団長 中京大学 愛知県

２ 末井 健作 副団長 姫路工業大学 兵庫県

３ 森田 啓之 総務 兵庫教育大学 兵庫県

４ 高橋 伸次 監督 高崎経済大学 群馬県

５ 田中 徹浩 コーチ 日本体育大学 東京都

６ 川口 大 投手 日本体育大学 ４ 千葉県

７ 杉田 剛 捕手・一塁手 日本体育大学 ４ 東京都

８ 花田 和也 中堅手 日本体育大学 ４ 東京都

９ 辻本 真一 三塁手 中京大学 ３ 愛知県

10 福井 庸祐 二塁手・三塁手 中京大学 ３ 愛知県

11 橋口 智広 左翼手 中京大学 ３ 愛知県

12 中尾 太一 投手 福岡大学 ３ 福岡県

13 織方 勝美 投手 福岡大学 ３ 福岡県

14 太田 順也 捕手 福岡大学 ２ 福岡県

15 浦野 将喜 三塁手 福岡大学 １ 福岡県

16 桑名 俊介 投手 明星大学 ３ 東京都

17 井前 穣 中堅手 明星大学 ３ 東京都

18 四方 鉄也 投手 神戸学院大学 ２ 兵庫県

19 吉田 智行 捕手 神戸学院大学 ４ 兵庫県

20 小島 郊正 一塁手 関西大学 ４ 大阪府

21 江越 市作 二塁手・遊撃手 同志社大学 ４ 京都府

22 海江田智成 二塁手 岡山理科大学 ３ 岡山県

23 藤本 孝徳 遊撃手 岡山理科大学 ３ 岡山県

24 由田 良一 二塁手 兵庫教育大学 １ 兵庫県

25 藤原 祐介 外野手 広島大学 ３ 広島県

26 岡田 光悦 右翼手 学習院大学 １ 埼玉県

27 知念 大紀 外野手 国際武道大学 １ 千葉県
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文部科学大臣杯第36回全日本大学男子ソフトボール選手権大会
会期：平成13年８月８日(水)～８月11日(土)

会場：茨城県下妻市砂沼広域公園スポーツゾーン野球場・

下妻第一高校・市営柳原球場Ａ・Ｂ

大会概要

昨年の香川県での酷暑の大会とは異なり、やや涼しく感じられた今大会であった。しか

し、選手たちのプレーは昨年にもまして熱かったような気がした。そんな中で、今大会を

征したのは日本体育大学（２年連続24回目）であった。その決勝戦の相手国士舘大学との

一戦は、川口投手（日体）と照井投手（国士舘）による投手戦となり、４回にあげた１点

を守りきった川口投手に軍配があがった。惜しくも敗れた国士舘大学であったが、照井投

手は１年生であることから今後の国士舘大学からは目を離せない。また、今大会の日本体

育大学は、古めかしいかも知れないが、「心・技・体」の内の「心」を感じさせるチーム

であったように思うのは、私だけであろうか？ 監督、主将を中心にすばらしいチーム作

りがなされたように思われる。今後もさらに期待したい。

ところで、最終日の早朝には大会の延期かと思わせるような雨が降り、思わず関係者を

ひやりとさせた。しかしながら、下妻市の関係者のご努力により４日間の大会を無事終え

ることができた。この場をお借りして今大会の運営に携わっていただいた皆様へ心より感

謝申し上げます。（学連広報委員 山本英弘 朝日大学）

大会感想等

大会は精鋭32チームが茨城県下妻市に会して覇権を争った。平成14年の高校総体男子大

会のリハーサルという性格をもって開催された関係もあって、会場等の施設、開会式・閉

会式等の式典はそれなりの工夫が凝らされていた。

大会期間中は最終日以外好天に恵まれた。最終日は驟雨に見舞われたが、試合時間前に

は雨が上がり、整備されたグラウンドは絶好のコンディションであった。

競技の結果は前年の覇者「日本体育大学」が32年ぶりの優勝を目指す「国士舘大学」の

挑戦をはねのけて、二連覇で通算24度目の栄冠を手中に収めた。

準優勝「国士舘大学」は善戦し、「日本体育大学」をあと一歩と追い詰めたが及ばず涙

を呑んだ。三位の「九州産業大学」、「神戸学院大学」共に準々決勝までは健闘したが、

準決勝ではそれぞれ完敗して決勝戦進出はならなかった。（大会記録長 矢島利克）

印象に残った選手

上位チームにはそれぞれ好投手がいる。中でも「日本体育」川口は防御率0.26、奪三振

40で５勝をあげ、チームを優勝に導いた。「国士舘」は左腕照井、右腕武智の２枚看板で

決勝に進出した。「神戸学院」四方は防御率1.12で３勝をあげチームを３位に導いた。

打撃部門では「広島経済」花木が0.600(10－6)で打撃ベストテン１位、「日本体育」花

田が0.563(16－9)、「九州産業」松本が0.500(12－6)で続いている。また「日本体育」杉

田の打点７、本塁打２、「国士舘」中屋の打点６、本塁打２はチャンスに強くそれぞれが

チームの勝ち進む原動力になっていた。（大会記録長 矢島利克）
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大会結果

１．日 本 体 育 大 学 11
９

２．中 京 大 学 ３
７

３．東 京 農 業 大 学 ０
２

４．京 都 産 業 大 学 13 日本体育

５．関 東 学 園 大 学 ３ ６
２

６．広 島 修 道 大 学 ５
２

７．筑 波 大 学 ３
11

８．広 島 経 済 大 学 10
１

９．富 山 大 学 ０
１

10．香 川 大 学 21
21

11．東 北 大 学 ３
５

12．九 州 産 業 大 学 ４ １

13．城 西 大 学 ７ 九州産業
５

14．龍 谷 大 学 ４ 日
３

15．仙 台 大 学 ５ 本
６

16．沖 縄 国 際 大 学 ２ 体

17．国 士 舘 大 学 ７ 育
５

18．岐 阜 聖 徳 学 園 大 学 ２ 大
５

19．早 稲 田 大 学 ２ 学
２

20．大 阪 経 済 法 科 大 学 ７ 国士舘

21．学 習 院 大 学 １ ５
４

22．鹿 児 島 国 際 大 学 ４
１

23．茨 城 大 学 １
５

24．福 岡 大 学 24
０

25．愛 知 大 学 １
０

26．熊 本 学 園 大 学 ２
６

27．国 際 武 道 大 学 １
２

28．神 戸 学 院 大 学 ５ ０

29．中 央 大 学 ４ 神戸学院
３

30．立 命 館 大 学 ５
１

31．松 山 大 学 ０
５

32．東 海 大 学 ３
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決勝戦の結果

日本体育大学：０００１００ １ （日）○川口－杉田
国士舘大学：００００００ ０ （国）●照井－萩原

日 本 体 育 大 学 １回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 ７回

（一）⑥津本 大貴 中前安 三 振 三 振

Ｈ山尾 竜則 三ゴロ

（二）３岡 巧 三 振 三 振 中前安

（三）１川口 大 三犠バ 三 振 投 飛

（四）２杉田 剛 三 振 左前安 三 振

（五）９勝呂 昌宏 死 球 三バ安 右 飛

（六）５野須 康宏 三 振 三遊安 二ゴロ

（七）８花田 和也 遊ゴロ 遊 直 遊ゴロ

（八）④小川 浩司 二ゴロ 死 球

Ｈ小野 洋平 三 振

（九）Ｄ坂井 貴之 三ゴロ 遊ゴロ 右邪飛

DH守備７宮川 道雄

国 士 舘 大 学 １回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 ７回

（一）７鈴木 周平 三 振 三 振 左邪飛

（二）４高井 純 遊 飛 三 振 四 球

（三）８気田 朋幸 三 振 三 振 三遊安

（四）⑨川畑 良太 遊 飛 四 球 三 振

Ｒ宮里 洋一 三残塁

（五）Ｄ若見 泰之 三 振 三 振 三 振

（六）５勝間田直樹 一ゴロ 一バ安

Ｈ石川 和彦 中 飛

（七）③中尾 昌樹 遊バ安 三 振 遊ゴロ

Ｒ菊池 裕輔 盗塁死

（八）２萩原 塁樹 二ゴロ 一ゴロ

（九）⑥田辺 史佳 遊ゴロ

Ｈ本郷 一昌 三 振

DH守備１照井 賢吾

戦評：日本体育大学が２連覇を達成した。日本体育大学は、４回表一死後、杉田・勝呂・

野須の３連続安打で挙げた１点を川口投手の力投で守りきり優勝した。国士舘大学は、４

回まで３者凡退を続けていたが、５回ウラ一死、一・三塁の好機に後続が打ち取られ、照

井投手の好投に報いられなかった。

決勝戦らしく、川口・照井両投手ともに激戦を勝ち抜いてきと通りの好投手であり、す

ばらしい投手戦であった。
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プレッシャー～優勝～

日本体育大学男子ソフトボール部主将 杉田 剛

2001年８月８日から８月11日に渡って茨城県下妻市で行われた、文部科学大臣杯第36回

全日本大学ソフトボール選手権大会は私達にとって最高の大会となり21世紀、最初の優勝

に日本体育大学の名を刻むことができた。

振り返れば昨シーズン、大学タイトルを総なめにした前４年生の後を引き継ぎ、新チー

ムを編成するにあたり、勝って当たり前、伝統あるチームと周囲の視線を感じながらの出

発であった。更に私たち４年生が少なく下級生中心にチーム編成し、頼らなければならな

い状況にありチームの主将という立場に不安と期待のシーズンが始まった。

そして、新チームでの初大会、秋季リーグ戦は惜しくも準優勝に終わった。更に次の関

東インカレもその次の東京都総合大会も返した優勝旗は帰ってこずチームにどことなく勝

てないという不安感が流れていたと思う。シーズンが終わり冬のトレーニング、これを例

年以上に苦しいものにし、ここで全員にインカレの優勝を意識させた。‘Champion’（王

者）になるために‘Challange’（挑戦）・‘Competition’（競争）・‘Communication’

（意思の疎通）の３つの‘Ｃ’ができた時に強くなるだろうと伝え、これを常に頭に入れ

て練習や試合をするようになった。この目標を掲げた成果が日々少しづつでてきてチーム

に活気がで、まとまりができてきた。今、振り返るとこの時がインカレ優勝までの序章だ

ったのかもしれない。

そして、４月のリーグ戦からチームは勝ちつづけ、ここから自分達のスタイルを見つけ

ながら順調に進んで行った。

インカレ！ついにこの時がきた。しかし、下級生中心の若いチーム、部員25名の内20名

が下級生、まだまだ発展途上であり勝つか負けるか、どちらに転んでもおかしくないチー

ム状況であったが私は逆に楽しみだった。そして１回戦古豪中京大学に打ち勝った。ここ

から打線が波に乗り決勝戦まで駒を進めた。対国士舘大学、同じ東京都で切磋琢磨してき

た相手。ここまで、打ち勝ってきたがこの試合では打線が沈黙、１点を取るのがやっと。

ゲームセットまで我慢の連続。試合が長い、そして・・・・

最後の最後まで成長しつづけたチームだった。日体大の新しいスタイル‘全員ソフト’

ができあがった大会でもあった。
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男子大会打撃ベストテン（規定打席数12以上）

左 位 打 打 安 得 打 犠 四 死 三 盗 残 本 試
選 手 名 大 学 名 塁 打撃率

打 置 席 数 打 点 点 打 球 球 振 塁 塁 打 合

８ 花本 英隆 広島経済 12 10 ６ ４ ４ ２ ・ ・ ２ ・ ・ １ ６００ ２

８ 花田 和也 日本体育 16 16 ９ ５ ２ ・ ・ ・ ２ １ ３ １ ５６３ ５

○ ９ 松本 大樹 九州産業 14 12 ６ １ ３ １ １ ・ ３ ２ ６ ・ ５００ ４

３ 中屋 昌樹 国 士 舘 15 13 ６ ４ ６ ・ ２ ・ １ ・ ３ ２ ４６２ ５

２ 高橋 聡太 九州産業 12 11 ５ ３ ３ １ ・ ・ ２ ・ １ １ ４５５ ４

○ ５ 野須 康宏 日本体育 16 16 ７ ４ ３ ・ ・ ・ ３ ・ ４ １ ４３８ ５

２ 杉田 剛 日本体育 16 14 ６ ６ ７ ・ １ １ ４ ・ ３ ・ ４２９ ５

○ ２ 滑 俊之 広島経済 12 12 ５ １ ３ ・ ・ ・ ２ １ ２ １ ４１７ ３

○ ３ 岡 巧 日本体育 19 17 ７ ４ ２ ２ ・ ・ ３ ３ ４ ・ ４１２ ５

○ ９ 勝呂 昌宏 日本体育 16 15 ６ ２ ４ ・ ・ １ ・ ・ ５ １ ４００ ５

男子大会上位チーム投手成績

左 打 打 被 失 自 被 与 奪 被 投 防 勝 負

選 手 名 大 学 名 回 者 安 責 犠 四 三 本 球 御 試 試

投 数 数 打 点 点 打 死 振 打 数 率 合 合

川口 大 日本体育 27 100 93 15 ５ １ ２ ５ 40 ２ 400 0.26 ５ ０

山尾 竜則 日本体育 ７.1/3 25 25 ３ １ １ ・ ・ ８ １ 81 0.95 ０ ０

澤井 孝延 日本体育 ０.2/3 ４ ４ ２ ２ ２ ・ ・ ・ １ ７ 21.0 ０ ０

○ 照井 賢吾 国 士 舘 19.1/3 74 67 ８ ３ ３ ２ ５ 19 １ 248 1.09 ２ １

武智 大輔 国 士 舘 14.2/3 55 51 ９ ２ １ １ ３ 15 ・ 173 0.48 ２ ０

剣持 有介 国 士 舘 １ ４ ２ ・ １ １ ・ ２ ・ ・ 20 7.00 ０ ０

村井 祐介 九州産業 18 77 68 17 ９ ９ １ ８ 18 ２ 283 3.50 ２ １

馬場 忠史 九州産業 ９ 39 36 ９ ４ ４ １ ２ ６ １ 152 3.11 １ ０

四方 鉄也 神戸学院 25 98 88 17 ４ ４ ３ ７ 25 １ 341 1.12 ３ １

丸野 貴士 神戸学院 ２ 13 11 ６ ３ ３ ・ ２ １ ２ 51 10.5 ０ ０



文部科学大臣杯第36回全日本大学女子ソフトボール選手権大会
会期：平成13年８月８日(水)～８月11日(土)

会場：茨城県古河市市民野球場・古河第一高校・古河第二高校・古河第二中学校

大会概要

前年度優勝の東京女子体育大学・準優勝の園田学園女子大学に、全国からの代表21校と

地元推薦の筑波大学を加えた計24校で本年度の大学日本一が争われた。全23試合のうち、

１点差ゲームは10、延長戦での決着はタイブレーカーが適用された５試合を含めて７試合、

最多得点試合の新記録があったものの、全体としては非常に内容の濃い大会であった。

最も注目された東京女子体育大学の戦いは、増淵投手を擁して４連覇に輝いたが、全４

試合がすべて１点差ゲームであり、うち３試合が延長戦にもつれ込み、タイブレーカーに

よる勝利も２試合あった。それだけ勝負強さを見せつけたが、決定力に欠けていたのも否

めない。増淵投手もここぞという時はさすがに球威を見せつけたが、全体的には今ひとつ

で本調子ではなかったように思われる。鉄壁の守備とスタンドの応援が４連覇に大いに貢

献したようだ。薄氷の４連覇と言えよう。中でも２回戦の対日体大戦は、３時間26分とい

う最長延長試合時間の新記録を作り、大学ソフトボールの球史に残るであろう接戦であっ

た。

一方準優勝の東海女子大学は、チーム打率３割８分１厘、５本の本塁打を含む長打15本

の打力で決勝戦に進出した。増淵投手の前に散発５安打無得点に抑えられたとはいえ、打

力でははるかに東京女子体育大学を凌ぎ、小長井投手の好投と相まって一歩も引かない見

事な戦いであった。

３位の大谷女子大学・園田学園女子大学を除いて特に注目されたのは、唯一の初出場校

東海学園大学である。アトランタオリンピックコーチの長澤監督に率いられた１年生だけ

のチームは、溌剌とした戦い振りでベスト８まで進出した。来年以降が楽しみである。ま

た、本大会は西日本の大学の健闘が目に付いた。大学女子の勢力地図に地殻変動の兆しを

感じるのは私だけであろうか。（学連広報記録委員長 水谷 博 中京女子大学）

大会感想

古河市で開催された文部大臣杯第36回全日本大学選手権大会は東京女子体育大学の４連

覇と増淵の大学選手権無敗でその幕を閉じた。

大会は古河市民野球場を主会場に市内の高校・中学で行われたが、会場が比較的遠く離

れていて何かと連絡が難しく、加えて来年のインターハイを目指した高校関係者と行政及

び協会との関係も今ひとつの観があった。

試合は優勝候補筆頭の東京女子体育大学が順当に勝利を収めたが、最多得点試合と最長

延長試合時間が更新されるなど何かと話題が多かった。

中でも国際級投手の増淵が、過去３年間無失点で勝ち続けた記録がどこまで伸ばされる

かが一つの焦点であった。しかしこの期待は日本体育大学が２回戦ではやばやと破った。

日体大の増淵対策は２塁打４本を含む８安打となって現れ３回表に得点１を挙げた（増淵

は大会初の自責点）。東女体と日体との試合は３時間26分という最長延長時間を更新する
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熱戦で、二回戦で戦わせるにはもったいない試合だった。

大会運営では、試合に先立つ球場整備やライン引きは、審判員が自ら率先して行うなど、

競技役員の奮闘振りが目立った大会だった。（大会記録長 佐藤健三）

印象に残った選手

投手では増淵まり子（東女体）のほか福井円（大谷女）小長井美希（東海女）寺原満美

（日体）山下郁代（龍谷）それに１年の宮本（東海学園）等の活躍が目に付いた。

打撃部門では本塁打２本三塁打１本の長打３本を含む11安打の竹澤苑美と、本塁打２本

三塁打２本二塁打１本の長打５本を含む９安打の大滝百合香（いずれも東海女）の打力が

光っていた。

守備では東女体７回裏二死一三塁での痛烈な中堅前田を矢のような返球で一塁走者を二

封し、サヨナラを回避した日体の東美幸主将の好判断や、大谷の中村選手の左翼を越えフ

ェンスに達する大飛球を短打に食い止めた古渡左翼手（東女体）など外野手にひときわ目

立つ選手が多かった。（大会記録長 佐藤健三）

大会結果

１．東 京 女 子 体 育 大 学 ３

２．関 西 外 国 語 大 学 １ １
２

３．日 本 体 育 大 学 ０ 東京女子体育

４．龍 谷 大 学 ２ １
１

５．日 本 女 子 体 育 大 学 ０ ０

６．福 岡 大 学 ０
１

７．東 京 学 芸 大 学 ０

８．大 谷 女 子 大 学 ４ １
１

９．国 士 舘 大 学 ０ ０ 東

10．東 海 学 園 大 学 ８ 大谷女子 京
３

11．新島学園女子短期大学 ０ ０ 女

12．立 命 館 大 学 ２ 子

13．淑 徳 大 学 ４ 体

14．愛 媛 女 子 短 期 大 学 37 ０ 育
０

15．筑 波 大 学 ０ 東海女子 大

16．中 国 短 期 大 学 １ ４ 学
４

17．東 海 女 子 大 学 23 ５

18．神 戸 親 和 女 子 大 学 ０
０

19．東 海 大 学 ６

20．沖 縄 国 際 大 学 ９ ０
３

21．富 山 大 学 ５ ２

22．中 京 大 学 ０ 園田学園女子
１

23．仙 台 大 学 １ ６

24．園 田 学 園 女 子 大 学 ３
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決勝戦の結果

東 海 女 子 大 学：０００００００００００ ０（海）●小長井－小川
東京女子体育大学：００００００００００1X １（京）○増淵－武井

東海女子大学 １回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 ７回 ８回 ９回 10回 11回

一４大瀧百合香三 振 左邪飛 左 飛 三 振 投ゴロ

二９西埜 真紀三遊ゴ 投ゴロ (ＤＰ)死 球 Ｄ 三 振

三⑤大矢 留美三ゴロ 右前安 二ゴロ Ｐ 三 振

Ｒ畠山 知佳 残 塁

四③高野 智子 三 振 左 直 遊ゴ失 三 振 Ｒ

Ｒ徳田 暁美 残 塁 （守妨害）

五Ｄ竹澤 苑美 三 振 中 飛 右前安

RD山田江利子 残 塁 投 飛

六７東 芳美 三 振 一ゴロ 四 球 二内安

七①小長井美希 投ゴロ 三 振 三 振 遊ゴロ

Ｒ佐藤 夕子 Ｒ

八⑥川瀬加奈子 三 振 三 振 三 振

Ｈ牟田 知里 投ゴロ

九８中岡加奈子 投ゴロ 遊内安 遊内安 捕邪飛

Ｈ岡田麻紀子 三ゴロ

DH守備２小川 浩世

東京女子体育大 １回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 ７回 ８回 ９回 10回 11回

一４佐藤 理恵二ゴロ 三ゴロ 二 直 左 飛 二ゴロ

二９太田真紀子投ゴロ 投ゴロ 投ゴロ

９豊住 良重 投バ失 遊野選

三Ｄ五十嵐清夏死 球 二ゴロ 一ゴロ 三 振 二内安

四７古渡 美奈三 振 遊ゴ失 遊ゴロ 中 飛

五３神田 多栄 三 振 三 振 三 振 投ゴロ Ｒ

六６宮下 絵美 三ゴロ 捕ゴロ 三ゴロ 一犠バ

七１増淵まり子 遊ゴ失 二ゴロ 二ゴロ 二ゴロ

八⑤竹野 友貴 投ゴロ 二ゴロ 中越2B 三ゴロ Ｒ

Ｒ北本 三記 塁上死 塁上死

九⑧荻原あさみ 三 振 三ゴロ 捕犠野

Ｈ岡田麻紀子 三ゴロ

DH守備２武井 沙織

戦評：東京女子体育大学、タイブレーカーで逃げ切って４連覇を達成。

東京女子体育大学は、11回、野手選択、犠打でランナーを進め、エンドランのかかった五

十嵐の二塁ゴロの間にホームをおとしいれ、決勝点を奪ってサヨナラゲームで勝利を得た。

東海女子大学の小長井投手も好投を見せ、決勝戦にふさわしい好試合であった。
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全日本大学選手権を振り返って

東京女子体育大学ソフトボール部 主将 神田 多栄

今年の全日本大学選手権大会は、我がソフトボール部が創設されて以来初の四連覇がか

かった大会となりました。過去の卒業生が、一年一年積み重ねてきた歴史を更新しなくて

はならない責任と、それを来年の後輩へと託すべく大きな意味のある大会でした。今シー

ズンは昨年までの確実性のある打撃の中心が抜けた打線をどう補うかがチームの課題で、

それを克服するために練習に励んで来ました。全ては四連覇のために・・・。

大会初戦、対日本体育大学戦。過去三年間大学選手権大会に於いて無失点を誇るエース

増淵を起てての試合、私たちは決勝戦のつもりで臨みました。試合は日体大に三回、二塁

打と犠牲フライで一点先攻された。 これは、エース増淵にとっても、過去にない最悪の

形になってしまった。しかし、劣勢にまわった私たちは、四回、四球の走者を足掛かりに

増淵自らのタイムリーヒットで何とか追い着き試合を振り出しに戻した。その後は両チー

ム共走者を出しながらも得点に至らず、延長戦にもつれ込んだ。そして、タイブレーカー

に入った十回、先攻の日体大は無死二塁で強攻策に出たが外野フライで一死、しかし、次

打者は四番鈴木選手、最も警戒すべき打者。一塁ベースは空いていたが勝負に出た。三球

目をレフトオーバーに痛打され追加点を許してしまった。しかし、その後は後続の打者を

三振に抑え、何とか一失点で喰い止める事が出来た。その裏得点出来なければ試合は終わ

ってしまう。私たちは、この回の攻撃に全てを賭けた。打順の巡り合わせが良くない。犠

牲バントで走者を進め、代打岡田を起てた。見事期待に応えライト前ヒットで同点に追い

着いた。その後ヒット、四球で満塁にまで攻め立てたが、あと一本が出ず又も同点止まり

に終わった。そして十一回日体大は、十回同様の攻撃で先頭打者が三振。その後次打者が

四球で一、二塁になったが九番、一番を内野ゴロに仕留め相手を無得点に抑えた。ここで

一点取れば勝てる。私たちは定石通り又も走者を三塁に進め、二番打者に全てを賭けた。

会場の雰囲気は最高潮に達していた。太田、センター前へタイムリーヒット、三塁走者が

ホームに駆け込みサヨナラゲーム。三時間四十分に至る死闘に幕を閉じた。

練習の成果を出せないまま終わってしまった第一戦、私たちは一生懸命練習に取り組ん

で来たことを信じ二回戦目に臨んだ。早く点を取って増淵を楽にさせたいという思いも実

らずこの試合もホームランの一点のみで辛くも勝利。

二日目準決勝対大谷女子大戦、内容は八本のヒットを打ちながら打線が繋がらない。よ

うやく延長八回、二死一、三塁、相手の失策で試合に決着がついた。

そして、決勝戦。準決勝までの反省を生かし、少しでも良い試合をと臨んだが不振の打

撃は相変わらず、しかし貧打に苦戦しながらも増淵の気迫の投球が一点を守りきり何とか

勝利することが出来、結果四連覇を達成することが出来た。

優勝までの道のりは長く苦しかったが、スタンドで声を大にして応援してくれた部員の

支えがあったことを思えば、六十余名の中から選手として選ばれたものが、個々の仕事を

全う出来なかった事が心残りでもあり、最後まで納得のいくものではありませんでした。

そして、一喜一憂しながらも、最後まで応援して下さったご父兄や卒業生に対し、感謝
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の気持ちでいっぱいです。

過去の三連覇とは違って本当に苦しい大会でしたが、チーム全員の力で歴史を更新出来

た事をこれから後輩たちに託したいと思います。

女子大会打撃ベストテン（規定打席数９以上）

左 位 打 打 安 得 打 犠 四 死 三 盗 残 本 試
選 手 名 大 学 名 塁 打撃率

打 置 席 数 打 点 点 打 球 球 振 塁 塁 打 合

２ 金岩ゆかり 園田学園 ９ ７ ５ ３ １ １ ・ １ ・ １ １ ・ ７１４ ３

○ ６ 島袋 千香 沖縄国際 ９ ６ ４ ４ ２ ２ １ ・ ・ ・ １ ・ ６６７ ２

○ 13 竹澤 苑美 東海女子 18 18 11 ４ ８ ・ ・ ・ １ ・ ５ ２ ６１１ ５

６ 伊佐亜紀乃 愛媛女子 10 10 ５ ４ ・ ・ ・ ・ ・ １ １ ・ ５００ ２

○ ４ 大瀧百合香 東海女子 22 20 ９ ９ ７ ・ １ １ ３ ・ ３ ２ ４５０ ５

５ 安川むつみ 愛媛女子 ９ ９ ４ ４ ２ ・ ・ ・ ・ ・ １ ・ ４４４ ２

○ ３ 衣笠 有美 東海学園 ９ ９ ４ １ ・ ・ ・ ・ ４ ・ １ ・ ４４４ ３

○ ７ 嘉納亜衣子 日本体育 ９ ７ ３ １ ・ ２ ・ ・ ・ ３ ３ ・ ４２９ ２

５ 大矢 留美 東海女子 22 22 ９ ９ ６ ・ ・ ・ ４ １ ４ １ ４０９ ５

○ ９ 西埜 真紀 東海女子 18 15 ６ ２ １ １ １ １ １ ２ ２ ・ ４００ ５

女子大会上位チーム投手成績

左 投 打 打 被 失 自 被 与 奪 被 投 防 勝 負
選 手 名 大 学 名 球ｎ 者 安 責 犠 四 三 本 球 御 試 試

投 回３ 数 数 打 点 点 打 死 振 打 数 率 合 合

増淵まり子 東 女 体 37 131 121 14 ２ １ ３ ７ 41 ・ 441 0.19 ４ ０

小長井美希 東海女子 31.1 119 112 15 ３ ３ ２ ５ 21 ・ 421 0.67 ３ １

有馬 博美 東海女子 ２ ８ ７ ３ ・ ・ ・ １ ・ ・ 22 0.00 ０ ０

竹澤 苑美 東海女子 ３ ９ ９ ・ ・ ・ ・ ・ １ ・ 22 0.00 ０ ０

梶 千恵 東海女子 ２ ９ ９ ３ １ １ ・ ・ ・ ・ 17 0.00 ０ ０

福井 円 大谷女子 26.2 96 91 15 １ ・ １ ４ 30 ・ 394 0.00 ３ １

山下 朋子 大谷女子 ８ 29 27 ４ ・ ・ ・ ２ ５ ・ 99 0.00 ０ ０

金子 直美 園田学園 10 40 39 ９ ・ ・ ・ １ ８ ・ 138 0.00 １ ０

濱田みゆき 園田学園 ９ 36 32 ６ ５ ５ １ ３ 10 １ 122 3.89 １ １

池永 順子 園田学園 ２ ８ ７ １ ・ ・ ・ １ １ ・ 26 0.00 ０ ０
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球史に残る２回戦（最長延長時間の新記録を記録した試合）

今年のインカレ２回戦で素晴らしい試合がありました。46ページの試合番号９の試合で

す。イニングスコアだけではそれが伝わらないと思いましたので、以下に紹介します。

試合の興味は、東京女子体育大増淵対日本体育大打線の対決にありましたが、それを十

二分に堪能させてくれたばかりでなく、両チームの守備力には感動さえ覚えました。特に、

７回ウラ二死一三塁での中堅前打で誰もが東京女子体育大のサヨナラと思った瞬間、日体

大中堅東が矢のような送球で一塁走者を二封したプレーはいつまでも観衆の記憶に残るで

ありましょう。（学連広報記録委員長 水谷 博）

日 本 体 育 大 学：００１００００００１０ ２（日）●手原－鈴木
東京女子体育大学：０００１０００００１1X ３（東）○増淵－武井

日本体育大学 １回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 ７回 ８回 ９回 10回 11回

一６藤本 索子遊ゴロ 中犠飛 投 直 一ゴロ 一ゴロ 二ゴロ

二７喜納亜衣子二ゴロ 遊 飛 遊内安 中 飛 Ｒ

三３永原 恵美三 振 中 直 三 振三ゴロ 左邪飛

四２鈴木 由香 中 飛 遊内安 四 球 二 飛 左越2B

五５金谷 麻美 三 振 三犠バ 三遊安 三ゴロ 三 振

六Ｄ宮越 麻衣 右２Ｂ 四 球 三 振 三 振 三 振

Ｒ有元 皆歩 ＤＰ Ｒ

七①手原 満美 三 振 二 飛 三 振 三 振

Ｈ小森 由香 一邪飛

八４中村 藍子 三 振 四 球

H4白井 沙織 中越2B 左前安 四 球

九８東 美幸 左中2B 投ゴロ 三野選 一犠野 一ゴロ

DH守備９大舘 実弓

東京女子体育大 １回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 ７回 ８回 ９回 10回 11回

一45佐藤 理恵右中2B 中前安 遊ゴロ 一ゴロ 中前安 捕犠バ

二９太田真紀子三犠バ 右ゴロ 三 振 投バ安 中前安 三遊安

三Ｄ五十嵐清夏遊ゴロ 左 飛 右前安中ゴロ 一ゴロ Ｒ

四③神田 多栄四 球 四 球 右ゴロ 右 飛

Ｈ品川 典子 投ゴロ

五７古渡 美奈三ゴロ 三 飛 右 飛 左邪飛

Ｈ岡田麻紀子 一二安

六６宮下 絵美 投 直 三犠バ 左前安 死 球 左前安

七１増淵まり子 二ゴロ 中前安 遊ゴロ 遊 飛 一ゴロ

八⑤竹野 友貴 遊 飛 遊 飛 死 球 遊ゴロ

Ｒ萩原あさみ 塁上死

Ｈ藤川沙矢香（11回４稲垣彩子） 四 球

九８豊住 良重 中 飛 三ゴロ 投ゴロ 遊 飛左 飛 Ｒ

DH守備２武井 沙織



51

ウインドミル№５

日本体育大学 席打安得点犠球振盗補刺失 東京女子体育大 席打安得点犠球振盗補刺失

一６藤本 索子 ６５・・１１・・・６３・ 一45佐藤 理恵 ６５３・・１・・・１３・

二７喜納亜衣子 ５５１１・・・・１・３・ 二９太田真紀子 ６５３・１１・１・・・・

三３永原 恵美 ５５・・・・・２・・３・ 三Ｄ五十嵐清夏 ５５１１・・・・・・・・

四２鈴木 由香 ５４２・１・１・・１１・ 四③神田 多栄 ４２・１・・２・・４７１

五５金谷 麻美 ５４１・・１・２・４２・ Ｈ品川 典子 １１・・・・・・・・・・

六Ｄ宮越 麻衣 ５４１・・・１３・・・・ 五７古渡 美奈 ４４・・・・・・・・１・

Ｒ有元 皆歩 ・・・・・・・・・・・・ Ｈ岡田麻紀子 １１１・１・・・・・・・

七①手原 満美 ４４・・・・・３・２１・ 六６宮下 絵美 ５３２・・１１・・１３・

Ｈ小森 由香 １１・・・・・・・・・・ 七１増淵まり子 ５５１・１・・・・１１・

八４中村 藍子 ２１・・・・１１・１３・ 八⑤竹野 友貴 ４３・・・・１・・４１・

H4白井 沙織 ３２２・・１・・・・４・ Ｒ萩原あさみ ・・・・・・・・・・・・

九８東 美幸 ５４１１・１・・・１１・ Ｈ藤川沙矢香 １・・・・・１・・・・・

DH守９大舘実弓 ・・・・・・・・・２２・ ４稲垣 彩子 ・・・・・・・・・１１・

合 計 4639８２２３４11１1931・ 九８豊住 良重 ５５・１・・・・・・５・

DH守２武井沙織 ・・・・・・・・・・11・

合 計 473911３３３５１・1233１

日 本体育大
手原 満美 47 39 11 ３ １ ３ ３ ２ １ ０ ０ ０ 150 ●

打 打 被 失 自 被 与 与 奪 本 暴 不 投 勝
席 数 安 点 責 犠 四 死 三 打 投 投 数 敗

増淵まり子 46 39 ８ ２ １ ３ ４ ０ 11 ０ １ ０ 160 ○
東京女子体大

戦評：速報記録員 佐藤健三

東女体、タイブレーカーで日体大に辛勝。最長延長試合時間記録を更新した熱戦であっ

た。

東女体は延長11回、犠打と２番太田の三遊間安打で日体大を振り切り、サヨナラ勝ちを

納めた。日体大は３回、８番二塁打の東を暴投と１番藤本の犠飛で生還させ、増淵のイン

カレ無失点記録をあっさり破って先制した。しかし、東女体は４回、四球と犠打でつかん

だ好機にその増淵が中堅前に安打して同点に追いついた。その後は両チームの巧打好守で

延長からタイブレーカーにもつれ込んだ。

戦評：担当記録員 有川喜一郎

東京女子体育大は、４回、四球の走者を安打と犠打・敵失をからめて同点としたが、そ

の後は得点なく、タイブレーカー11回、ようやく犠打と２番太田の三遊間安打でサヨナラ

勝ちを収めた。日本体育大学は３回、東の二塁打で先制し、世界の増淵投手に堂々と挑み、

再三塁上を賑わしたが、要所を締められ、10回の再リードを守れず涙を飲んだ。

伝統・名門校同士のゲーム、最長延長時間更新とは・・・。



第７回全日本女子短期大学ソフトボール大会
会期：平成13年８月24日(金)～８月25日(土)

会場：明星大学日野キャンパス野球場

試合結果

１．淑 徳 短 期 大 学 ５

２．盛 岡 大 学 短 期 大 学 部 ２ ２

４

３．武庫川女子大学短期大学部 10

優勝 淑徳短期大学

４．愛 媛 女 子 短 期 大 学 １

０

５．新島学園女子短期大学 ０

０

６．大 谷 女 子 短 期 大 学 １

１

７．大阪国際女子短期大学 ５

敗者復活戦

愛 媛 女 子 短 期 大 学 ５

盛 岡 大 学 短 期 大 学 部 １ ４

０

新島学園女子短期大学 ８ ３位 愛媛女子短期大学

大 谷 女 子 短 期 大 学 ２

１

武庫川女子大学短期大学部 ０

大会感想

第７回大会は昨年と同じ明星大学日野キャンパスで開催され、心配された台風通過の後

遺症もなく絶好な天候となり、よく整備されたグラウンド状態のもとで熱戦が繰り広げら

れた。

決勝戦は昨年と同じく淑徳短期大学と大阪国際女子短期大学の対戦となり、延長９回の

末淑徳短期大学が２年連続３回目の優勝を飾った。

昨年より参加校数が減った関係上、敗者復活戦方式を採用して各チームは最低２試合以

上戦えるように配慮された。しかし、敗者復活戦組合せの日程から、武庫川女子大学短期

大学部は１日３試合を戦うことになった。炎天下での３試合目は疲れがありありと見受け

られ、気の毒であった。（記録長 小川光弘）
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大会打撃ベストテン（規定打席数５以上）

左 位 打 打 安 得 打 犠 四 死 三 盗 残 本 試
選 手 名 大 学 名 塁 打撃率

打 置 席 数 打 点 点 打 球 球 振 塁 塁 打 合

○ ８ 金子 篤美 新 島 11 ９ ５ ・ １ ２ ・ ・ １ ・ ５ ・ ５５６ ３

６ 山下 早苗 武 庫 川 ９ ８ ４ ・ ２ ・ １ ・ ・ ・ ４ ・ ５００ ３

２ 橋本夕紀子 淑 徳 ８ ６ ３ ２ １ ・ １ １ ２ １ ３ ・ ５００ ２

○ ３ 小山田瑞穂 盛 岡 ５ ４ ２ ・ ２ ・ ・ １ ・ １ １ ・ ５００ ２

１ 永石 緑理 愛媛女子 ５ ４ ２ １ ・ ・ １ ・ ・ ・ ２ ・ ５００ ４

５ 西舘真由美 盛 岡 ５ ４ ２ ２ ・ ・ １ ・ ・ ・ ・ ・ ５００ ２

３ 東郷由香里 大谷女子 11 11 ５ ・ ２ ・ ・ ・ ２ ・ ３ ・ ４５５ ３

９ 福井 佐苗 大谷女子 ８ ７ ３ ・ ・ １ ・ ・ ・ ・ ３ ・ ４２９ ３

○ DH 喜納 聡美 愛媛女子 ７ ７ ３ ・ １ ・ ・ ・ ２ １ １ ・ ４２９ ２

○ １ 森 雅代 武 庫 川 11 10 ４ １ ・ ・ ・ １ １ １ ３ ・ ４００ ３

大会投手成績

左 打 打 被 失 自 被 与 奪 被 投 防 勝 負
選 手 名 大 学 名 回 者 安 責 犠 四 三 本 球 御 試 試

投 数 数 打 点 点 打 死 振 打 数 率 合 合

永石 緑理 愛媛女子 21 73 68 13 １ １ ２ ３ 25 ・ 267 0.33 ２ １

村松 歩 大阪国際 21 80 70 13 ３ １ ７ ３ 13 ・ 271 0.35 ２ １

糺 綾子 大谷女子 13.1/3 45 42 ３ １ １ ・ ３ ３ ・ 169 0.53 １ ０

森 雅代 武 庫 川 ８ 38 37 12 ２ １ １ ・ １ ・ 101 0.88 ０ １

水野 絵美 淑 徳 ８.2/3 36 31 ６ ３ ２ １ ４ ・ ・ 119 1.62 ２ ０

中川 直美 武 庫 川 12 55 37 ６ ７ ７ ２ 16 ７ ・ 224 4.08 １ １

工藤あさひ 盛 岡 10.2/3 64 42 16 18 13 ４ 18 ３ １ 234 8.53 ０ ２

編集部註：全日本女子短期大学ソフトボール大会は、学連の30周年を記念して1995年９月

に学習院大学のグラウンドで初めて開催されました。その後、第３回からは日本体育大学

へ会場を移し、第６回からは明星大学で開催されて本年で７回を数えました。この間、東

京都学連の学生委員を中心に、大会は運営されてきました。しかし、当初は15チームあっ

た参加チームが、このところ激減し、開催が危ぶまれています。来年度からは、形を変え

て愛媛女子短期大学の主管により、宇和島市において開催が予定されています。なお、大

会記録につきましては、東京都ソフトボール協会記録委員会にお世話になりました。ご担

当いただきました高田力士氏には、毎年所謂「新記録表」も作成していただいております。

記して感謝いたします。



第16回東日本大学ソフトボール選手権大会
会期：平成13年８月１日(水)～８月３日(金)

会場：町田市民球場・忠生公園ソフトボール場・少年野球場（南）

少年野球場（北）・三輪みどり山球場・藤の台球場

男子試合結果

１．東 海 大 学 13

２．東 京 学 芸 大 学 10 ８
０

３．日本大学生物資源科学部 17
３

４．明 星 大 学 13
７

５．埼 玉 大 学 ９ １

６．学 習 院 大 学 ８

７．関 東 学 園 大 学 20 １
７

８．明 治 大 学 ６
４

９．千 葉 大 学 ０
４

10．仙 台 大 学 ８
９

11．日 本 大 学 16 日
１

12．山 梨 学 院 大 学 10 ６ 本

13．国 士 舘 大 学 ２ 体

14．国 際 武 道 大 学 10 育

15．東 京 大 学 ２ ０ 大
３

16．福 島 大 学 ３ 学

17．慶 應 義 塾 大 学 11 ０
２

18．文 教 大 学 ４
１

19．高 崎 経 済 大 学 ８
14

20．中 央 大 学 １ 10

21．城 西 大 学 ７

22．都 留 文 科 大 学 ６ ２
０

23．日 本 大 学 工 学 部 ７
７

24．文教大学情報国際学部 ２
０

25．筑 波 大 学 11 ８

26．日 本 体 育 大 学 11
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女子試合結果

１．日 本 体 育 大 学 ８

２．順 天 堂 大 学 ８ ７

０

３．創 価 大 学 ４ １

４．東 海 大 学 ９

０

５．日 本 大 学 １

３

６．筑 波 大 学 ０

７．国 士 舘 大 学 ７

８．盛 岡 大 学 ９ ０

０ 日

９．明 星 大 学 １ ４

本

10．淑 徳 大 学 ９

体

11．仙 台 大 学 11

育

12．学 習 院 大 学 ０ ０

０ 大

13．相 模 女 子 大 学 11 ４

学

14．文 教 大 学 １

２

15．東 京 女 子 体 育 大 学 ８

２

16．千 葉 大 学 １

０

17．東 京 学 芸 大 学 16

18．早 稲 田 大 学 ９ ３

１

19．日本大学生物資源科学部 ４ ７

20．日 本 女 子 体 育 大 学 ９
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男子大会概要

東京は、７月から雨が少なく猛暑が続いて、この大会も日照りと暑さの中での試合とな

った。

初日は18試合が行われたが、９試合がコールドゲームとなり、力の差が目立った。しか

し、２日目の３・４回戦になると接戦となり、緊迫した試合が繰り広げられた。ベスト４

には、東海大学・国士舘大学・高崎経済大学・日本体育大学が勝ち残り、準決勝戦の結果

は、東海大学３－９国士舘大学、高崎経済大学０－７日本体育大学であった。

３日目の決勝戦は、国士舘大学対日本体育大学。初回から日本体育大学が得点を重ね、

10点を奪い失点を１点に抑えて圧勝した。日本体育大学は、杉田・岡・勝呂②が三塁打、

川口が二塁打を放ち、12安打10点と効率よく得点できたのが勝因であろう。

日本体育大学は、２年ぶり６回目の優勝であり、女子と共にアベック優勝であった。ア

ベック優勝は、昭和62年の郡山大会以来の２回目となった。

女子大会概要

暑さの中、今年は例年にない猛暑の中でのこの大会も、心配されていた熱中症もなく無

事終了した。

20チームの参加で行われた大会は、19試合中11試合がコールドゲームとなり、力の差が

出たが、準決勝１試合と決勝戦が延長になり、しかも決勝・準決勝が１点差という接戦で

あった。

準決勝は、淑徳大学対日本体育大学・日本女子体育大学対東京女子体育大学で、その勝

者は虎の子の１点を守りきった日本体育大学と、延長９回４－３でサヨナラ勝ちを収めた

東京女子体育大学であった。

決勝戦は、６回まで２点をリードしていた東京女子体育大学が７回表に日本体育大学に

追いつかれ、10回には二番喜納の左中間安打で勝ち越しの１点を奪い、日本体育大学はそ

の１点を守りきって男子と共にアベック優勝に輝いた。



第33回西日本大学ソフトボール選手権大会
会期：平成13年８月４日(土)～６日(月)

会場：日進市総合運動公園野球場

日進市総合運動公園スポーツ広場

日進市東山グラウンド

Ⅰ 男子大会結果
８月４日 ８月５日 ８月６日

１．松 山 大 学 ２

２．高 知 工 科 大 学 ４ ５
３

３．京 都 大 学 ７ ７

４．大 阪 市 立 大 学 11
１

５．大 分 医 科 大 学 ６
０

６．四天王寺国際仏教大学 ３
３

７．熊 本 学 園 大 学 ６

８．龍 谷 大 学 13 ６
12

９．常 葉 学 園 大 学 ０ ４

10．中 京 大 学 ４
３

11．福 岡 大 学 ６

12．高 知 大 学 ５ ７
０

13．大 阪 体 育 大 学 １ ６

14．第 一 工 業 大 学 ８
０

15．南 山 大 学 ５
６

16．愛 知 教 育 大 学 10

17．東 亜 大 学 ４ ５
６

18．静 岡 大 学 ７
１

19．関 西 大 学 ９ 立
３

20．鳥 取 大 学 １ 12 命

21．広 島 経 済 大 学 ４ 館

22．神 戸 学 院 大 学 21 大

23．西 日 本 工 業 大 学 ６ ２ 学
０

24．大 阪 大 学 ２ ０

（

25．第 一 経 済 大 学 １ ３
３

26．愛 知 大 学 ５ 大
５

27．神 戸 大 学 ３ 会
３

28．愛 知 学 院 大 学 ６ 連

29．兵 庫 教 育 大 学 11 ８ 続
３

30．名 古 屋 大 学 １ ５ ４

31．立 命 館 大 学 13 回
４

32．広 島 修 道 大 学 16 目

33．名 城 大 学 18 ４

）

８
34．佛 教 大 学 ５ ０

準優勝
35．九 州 共 立 大 学 ６

９ 福岡大学
36．岡 山 理 科 大 学 ５

３ 第３位
37．同 志 社 大 学 12

６ 京都大学
38．岡 山 大 学 ２

第３位
39．広 島 工 業 大 学 ２ ２

４ 岐阜聖徳
40．九 州 東 海 大 学 18 ８

学園大学
41．岐 阜 聖 徳 学 園 大 学 ９
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Ⅱ 男子個人成績

１．最優秀選手賞

福島 潤 捕手（立命館大学）

２．敢闘選手賞

江上祐介中堅手（福岡大学）

３．投手の記録（ベスト４）

投 打 被 自 与 奪 被 不 投 防 勝負試
選 手 名 チーム名 球 者 安 責 四 三 本 正 球 御 試試合

回ｎ 数 打 点 死 振 塁 投 数 率 合合数
数３ 球 打 球

尾上秀文 立 命 館 30 126 21 11 14 24 1 1 462 2.57 ５０５

竹本孝典 立 命 館 4 16 2 ・ 2 3 ・ ・ 53 0.00 ００２

中尾太一 福 岡 16 60 11 4 2 19 1 ・ 218 1.75 ２１３

川口 努 福 岡 9 31 4 1 15 1 ・ 122 0.78 １０４

緒方勝美 福 岡 9 31 5 ・ 2 14 ・ ・ 117 0.00 １０３

藤本義樹 京 都 31 142 35 18 12 27 4 ・ 485 3.94 ４１５

大野 晋 京 都 3 12 2 1 1 2 1 ・ 37 2.33 ００１

河村 聡 岐阜聖徳学園 26.2 117 29 11 6 26 3 ・ 400 2.89 ３１４

手嶋智宏 岐阜聖徳学園 0.1 4 3 2 ・ ・ ・ ・ 14 42.00 ００１

４．打撃ベストテン（規定打数12以上）

左 位 打 安 得 打 犠 四 三 盗 本 試
選 手 名 チーム名 牲 死 塁 打撃率 合

打 置 数 打 点 点 打 球 振 塁 打 数

31 長池 和也 龍 谷 13 12 9 10 ・ 4 ・ 2 4 0.923 ４

○ ６ 守屋 佑紀 龍 谷 14 9 6 3 1 2 1 ・ ・ 0.643 ４

４ 田代 研二 福 岡 17 10 4 2 1 1 1 2 ・ 0.588 ５

○ ８ 江上 祐介 福 岡 19 11 6 8 ・ ・ ・ 6 1 0.579 ５

81 大野 晋 京 都 14 8 5 3 ・ 1 2 3 2 0.571 ５

○ ４ 亀田 悠樹 龍 谷 15 8 6 2 1 1 1 1 ・ 0.533 ４

○ ６ 熊井 拓 福 岡 17 8 3 2 ・ ・ ・ ・ ・ 0.471 ５

８ 中村 文彦 龍 谷 13 6 2 3 ・ 2 4 ・ ・ 0.462 ４

○ ３ 片岡 一人 立 命 館 14 6 3 1 1 3 1 3 ・ 0.429 ５

４ 山田 裕樹 立 命 館 14 6 5 6 2 1 2 ・ ・ 0.429 ５

５．投手成績（規定投球回数20以上）

投 打 被 自 与 奪 被 不 投 防 勝負試
選 手 名 チーム名 球 者 安 責 四 三 本 正 球 御 試試合

回ｎ 数 打 点 死 振 塁 投 数 率 合合数
数３ 球 打 球

長高圭介 龍 谷 24 104 28 8 5 30 2 ・ 384 2.33 ３１４

尾上秀文 立 命 館 30 126 21 11 14 24 1 1 462 2.57 ５０５

西田満典 九 州 共 立 21 87 23 8 4 8 1 ・ 267 2.67 ２１３

河村 聡 岐阜聖徳学園 26.2 117 29 11 6 26 3 ・ 400 2.89 ３１４

藤本義樹 京 都 31 142 35 18 12 27 4 ・ 485 3.94 ４１５
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Ⅲ 女子大会結果
８月４日 ８月５日 ８月６日

１．福 岡 大 学 ４

２．九 州 女 子 大 学 ５ ３
２

３．天 理 大 学 ３
４

４．大 阪 体 育 大 学 10
３

５．香 川 大 学 ０
４

６．鳥 取 大 学 ０
０

７．兵 庫 教 育 大 学 ７ ０

８．愛 媛 女 子 短 期 大 学 ０

９．大 谷 女 子 大 学 16 ４
２

10．日 本 福 祉 大 学 ０ 神
７

11．東 海 学 園 大 学 ０ 戸
０

12．武 庫 川 女 子 大 学 １ ２ 親

13．東 海 女 子 大 学 ２ 和

14．中 京 大 学 ５ 女

15．園 田 学 園 女 子 大 学 ４ ７ 子
０

16．中 京 女 子 大 学 ２ 大
３

17．大 阪 国 際 女 子 大 学 13 学
13

18．桜 花 学 園 大 学 １ ９ （初）

19．中 国 短 期 大 学 １
２

20．立 命 館 大 学 １
準優勝

21．常 葉 学 園 大 学 １ ２ 大谷女子大学
４

22．神 戸 親 和 女 子 大 学 ２ 第３位
４ 大阪体育大学

23．広 島 大 学 ０
０ 第３位

24．龍 谷 大 学 19 ０ 大阪国際女子大学

25．関 西 外 国 語 大 学 ２



60

平成13年度全日本大学ソフトボール連盟機関誌

Ⅳ 女子個人成績

１．最優秀選手賞

阿部 環 遊撃手（神戸親和女子大学）

２．敢闘選手賞

福井 円 投手（大谷女子大学）

３．投手の記録（ベスト４）

投 打 被 自 与 奪 被 不 投 防 勝負試
選 手 名 チーム名 球 者 安 責 四 三 本 正 球 御 試試合

回ｎ 数 打 点 死 振 塁 投 数 率 合合数
数３ 球 打 球

細田彩香 神戸親和女子 14.2 53 9 4 6 11 ・ ・ 203 1.91 ３０３

多田尚江 神戸親和女子 14.1 57 12 1 4 7 ・ ・ 190 0.49 １０３

堀田真美 神戸親和女子 7 28 7 ・ 1 6 ・ ・ 101 0.00 １０１

福井 円 大 谷 女 子 23 84 13 4 6 26 1 ・ 356 1.22 ２１４

山下朋子 大 谷 女 子 5.1 20 3 1 1 6 ・ ・ 69 1.31 ２０２

森川憲子 大 谷 女 子 2.2 14 2 ・ 2 ・ ・ ・ 57 0.00 ００１

土師りえ 大 谷 女 子 2 7 ・ ・ 1 1 ・ ・ 19 0.00 ００１

近藤恵子 大 阪 体 育 18 77 18 8 5 13 ・ ・ 297 3.11 ２１３

高橋智子 大 阪 体 育 8 28 5 ・ ・ 7 ・ ・ 106 0.00 １０２

松村 歩 大阪国際女子 20.2 83 20 5 2 10 ・ ・ 282 1.69 ２１３

小田容子 大阪国際女子 5 19 4 ・ ・ 1 ・ ・ 38 0.00 １０１

４．打撃ベストテン（規定打数12以上）

左 位 打 安 得 打 犠 四 三 盗 本 試
選 手 名 チーム名 牲 死 塁 打撃率 合

打 置 数 打 点 点 打 球 振 塁 打 数

○ ９ 星野 恵 大阪国際 13 8 5 3 3 1 ・ 1 ・ 0.615 ４

６ 上田 玲 大阪国際 13 7 5 5 1 1 1 ・ ・ 0.538 ４

２ 奥田 祥子 大阪国際 15 8 5 6 ・ ・ ・ ・ ・ 0.533 ４

３ 東郷由香里 大谷女子 12 6 3 1 ・ 1 ・ ・ ・ 0.500 ４

５ 高橋みどり 大阪体育 11 5 2 4 1 2 1 ・ ・ 0.455 ４

４ 森 宏美 大阪体育 11 5 2 6 ・ 1 1 ・ 1 0.455 ４

○ ５ 藤井 麻妃 大阪国際 14 6 3 3 ・ 2 1 ・ ・ 0.429 ４

○ ８ 船田あずさ 大阪体育 14 6 3 3 1 ・ 1 ・ ・ 0.429 ４

○ ３ 兼城 美咲 大阪体育 12 5 5 ・ ・ ・ 1 ・ ・ 0.417 ４

○ ３ 秋岡 奈実 大阪国際 13 5 1 5 ・ 2 1 1 ・ 0.385 ４
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５．投手成績（規定投球回数16以上）

投 打 被 自 与 奪 被 不 投 防 勝負試
選 手 名 チーム名 球 者 安 責 四 三 本 正 球 御 試試合

回ｎ 数 打 点 死 振 塁 投 数 率 合合数
数３ 球 打 球

福井 円 大 谷 女 子 23 84 13 4 6 26 1 ・ 356 1.22 ２１４

松村 歩 大阪国際女子 20.2 83 20 5 2 10 ・ ・ 282 1.69 ２１３

近藤恵子 大 阪 体 育 18 77 18 8 5 13 ・ ・ 297 3.11 ２１３

Ⅴ 大会概要

西日本各地の予選を勝ち抜き、男子41校、女子25校が愛知県日進市に集まり、炎天下で

の熱戦を展開した。昨年が台風の影響で途中中断という結果であっただけに、本大会は例

年になく盛り上がったものとなった。

男子は、立命館大学が接戦をチームワークで勝ち抜き、３大会連続４回目の優勝を飾っ

た。準優勝の福岡大学は、決勝戦までが比較的大勝であったために、そこでの１点に涙を

呑むことになった。３位は、共に初の京都大学と岐阜聖徳学園大学が獲得した。特に京都

の１年生投手藤本義樹選手の健闘が目に付いた。また、打者では龍谷大学の長池和也選手

が13打数12安打、９割２分３厘という驚異的な打率を残したのは特記される。

一方女子は、近畿地区の神戸親和女子大学・大谷女子大学・大阪体育大学・大阪国際女

子大学がベスト４に勝ち残り、神戸親和女子大学の初優勝となった。大谷女子大学も初の

準優勝を獲得した。注目されるのは、これまで常に西日本の上位を占めてきた武庫川女子

大学・中京大学・園田学園女子大学などの名前がここにないことである。男子の結果と合

わせて、西日本は勢力地図に大きな地殻変動が始まったのかも知れない。ますます目が離

せなくなる西日本である。

なお、今回西日本大会初の試みとして、大会第２日に交流試合を実施しました。第１日

に敗退した男子８チーム、女子２チームが出場を希望し、計５試合が実施されました。こ

れは会場に余裕があり、日進市連盟審判部のご協力があったために実施できたものです。

選手権大会である以上、その趣旨に反する面もありますが、競技力の向上と普及というベ

クトルはある意味では全く逆の方向を向いていますので、その統一のための問題提起とご

理解いただければ幸いです。また、主催者としては、遠方から参加して２泊の義務宿泊を

課しているのに、１試合で帰らなければならないのはあまりにかわいそうという思いがあ

ったのも事実です。ご検討をお願いいたします。（中京女子大学 水谷 博）



第47回全日本総合男子選手権大会結果

会期：平成13年９月21日（金）～25日（火）

会場：高知県鏡村青少年センター球場他

ホンダエンジニアリング（埼 玉） ４
４

高 丘 ク ラ ブ（静 岡） ０
１

文 徳 Ｏ Ｂ ク ラ ブ（熊 本） ５
３

埼 玉 県 庁 ク ラ ブ（埼 玉） 15
４

大 阪 経 済 法 科 大 学（大 阪） ４
１

城 山 ク ラ ブ（岡 山） ３
８

福島ソフトボールクラブ（福 島） １
６

闘 犬 セ ン タ ー（高 知） ６
０

ト ヨ タ 自 動 車（愛 知） ３
３

旭 化 成（宮 崎） ２
４

香川興産ソフトボールクラブ（香川） ０
５

日 新 製 鋼（広 島） １
２

光 洋 精 工（徳 島） ３ 優
３

Ｋ Ｇ 石 狩 ク ラ ブ（北海道） ２ 勝
０

郡山ソフトボールクラブ（福 島） ０ デ
８

山 形 県 庁（山 形） 10 ン

ツ ヅ キ グ ロ ー バ ル（大 阪） ２ ソ
16

Ｕ Ｓ Ｃ 浦 安（千 葉） １

ー

12
太田市ソフトボールクラブ（群 馬） ０ 愛

２ 知
鳥 建 ク ラ ブ（静 岡） ６ 県

０
Ｙ Ｋ Ｋ（富 山） 10

０
Ｎ Ｋ Ｋ（三 重） ０

３
レ ッ ツ フ ジ ト（大 阪） ５

４
西 日 本 シ ロ ア リ（鹿児島） ４

１
デ ン ソ ー（愛 知） ９

６
サンセールＳ・Ｂ・Ｃ（岡 山） ０

２
Ｋ Ｏ Ａ（長 野） １

０
京 都 ク ラ ブ（京 都） ３

１
山 梨 ク ラ ブ（山 梨） ８

２
大 連 ク ラ ブ（長 崎） 14

０
コザスポーツレジャーランド（沖 縄） ３

３
横 浜 ク ラ ブ（神奈川） ２
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第53回全日本総合女子選手権大会結果

会期：平成13年９月21日（金）～24日（月）

会場：石川県金沢市専光寺ソフトボール場

豊 田 自 動 織 機（愛 知） ２
５

関 西 外 国 語 大 学（大 阪) ０
１

福 島 橘 ク ラ ブ（福 島） ０
０

Ｙ Ｋ Ｋ 四 国（香 川） 10
０

静 甲 株 式 会 社（静 岡） ０
２

ミ キ ハ ウ ス（大 阪） １
０

三 洋 島 根（島 根) １
０

東 邦 銀 行（福 島） ０
０

本 田 技 研 栃 木（栃 木) ０
２

シ オ ノ ギ 製 薬（兵 庫） ４
０

東 海 女 子 大 学（岐 阜） ０
０

大 徳（東 京） ２
１

宮 下 建 設 ク ラ ブ（石 川） ７ 優
３

ＫＳ－ＳＨＥ’Ｓ（北海道) ０ 勝
２

日 本 精 工（滋 賀) ０ 日
13

日立ソフトウエア（神奈川） １ 立

東 芝 北 九 州（福 岡） １ 高
０

東京女子体育大学（東 京） ０ 崎
３

Ｔ Ｏ Ｅ Ｔ Ｅ Ｃ Ｋ（宮 城) ０ 群
１ 馬

デ ン ソ ー（愛 知） １ 県
２

カネボウ化粧品小田原（神奈川） ２
０

大 鵬 薬 品（徳 島） ３
２

大 和 電 機 工 業（長 野） ０
２

戸田中央総合病院（埼 玉） ３
１

龍 谷 大 学（京 都） ０
２

ト ヨ タ 自 動 車（愛 知） １
０

WＥＳＴＥＲＮクラブ（広 島） ０
０

太 陽 誘 電（群 馬） １
３

Ｎ Ｅ Ｃ 静 岡（静 岡） ２
０

伊 予 銀 行（愛 媛） ０
５

山 形 屋（鹿児島） ０
６

日 立 高 崎（群 馬） 10
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【北海道・東北地区】

平成13年東北地区大学ソフトボール春季大会

男子リーグ戦

４月29・30日 柴田町柴田多目的グラウンド・並松グラウンド

５月３・４・５日 福島市福島大学グラウンド

チーム 弘 前 八 工 盛 岡 東 北 宮 教 仙 台 福 島 日大工 順位

● ● ●
弘 前 ＊ － ６位

８－32 ９－17 １－53

八戸工 棄権 ＊ 棄権 棄権 棄権 ８位

○ ● ○ ●
盛 岡 － ＊ ４位

32－８ １－18 22－12 １－13

○ ○ ○ ● ○
東 北 ＊ ２位

17－９ 18－１ ９－１ ５－６ ５－１

● ● ● ● ●
宮城教 － ＊ ６位

12－22 １－９ ４－16 ２－９ ５－16

○ ○ ○ ○ ○
仙 台 － ＊ １位

53－１ 13－１ 16－４ ４－３ ３－０

○ ○ ● △
福 島 ＊ ３位

６－５ ９－２ ３－４ ２－２

● ○ ● △
日大工 ＊ ５位

１－５ 16－５ ０－３ ２－２

女子リーグ戦

５月３・４日 北上市展勝地球場

チーム 盛 岡 福 祉 宮 教 仙 台 順位

● ○ ●
盛 岡 ＊ ３位

３－10 21－２ ０－22

○ ○ ●
東北福祉 ＊ ２位

10－３ 12－０ ０－９

● ● ●
宮城教育 ＊ ４位

２－21 ０－12 １－３

○ ○ ○
仙 台 ＊ １位

22－０ ９－０ 33－１

コメント

本来春の大会は、リーグ戦方式ということで、男子の方は南北２ブロックに分けて行っ

てきたが、北ブロックのチームが５チームから３チームに減少したため、今年から全体１
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ブロックで変則的な（総当たりではない）リーグ戦という、新しい試みでやってみた。北

のチームが滞在期間の関係で南に比べて、試合数が若干少ないという欠点はあるが、それ

でも北ブロックの時よりは、試合数は多くなっている。２・３年はこの方式でやってみる

予定である。

女子リーグの方は、今年から東北福祉大が加入したことは喜ばしいが、弘前がこの時期

選手が揃わないということで今年も不参加ということで、４チームによるリーグ戦となっ

た。

第36回 全日本大学ソフトボール選手権大会北海道東北予選会

兼第22回 北海道・東北地区大学ソフトボール選手権大会

会期：平成13年５月26～27日

会場：秋田県本荘市本荘つるまい球場

男子選手権

１．東 北 大 学 ５

８

２．日本大学工学部 ０

６

３．宮城教育大学 14

０

４．盛 岡 大 学 ６

東北大学（初）

５．福 島 大 学 18

６

６．弘 前 大 学 ６ １

７．仙 台 大 学 13

女子選手権

１．東北福祉大学 ０

２．弘 前 大 学 ０ 25

７

３．仙 台 大 学 ５

仙台大学

４．宮城教育大学 ２

10

５．盛 岡 大 学 12 １

６．浅井学園大学短大 ９

65

ウインドミル№５



66

平成13年度全日本大学ソフトボール連盟機関誌

コメント

男子は、八戸工業大学が不参加ということで、久しぶりに７チームによる、選手権争奪

となった。一方、女子の方は東北福祉大学の加入で、こちらはチームが増えて６チームに

戻った。

男子は、前評判の高かった東北大学の柏投手が、３試合で33個の三振を奪う評判通りの

大活躍（自責点も１）で、東北大学の初優勝（インカレ初出場）に大きく貢献した。強打

の仙台大学も、決勝では柏の快投の前に３安打で１点を取るのがやっとであった。優れた

選手の登場で、東北地区の大学の勢力分野に地殻変動がもたらされるのは楽しみである。

男子全体のチーム力も向上し、各チームの力が拮抗してきている。

女子は、常勝の仙台大学が順当勝ちして、11年連続14回目のインカレ出場を決めたが、

いつも決勝で仙台大学を苦しめていた浅井学園大学が、２回戦で盛岡大学に敗れる波乱が

あった。東北福祉大学の加入が刺激となって、女子チームの方にも新しい動きが生まれて

きていると言えるかもしれない。

平成13年度東北地区大学ソフトボール秋季大会

会期：11月３・４日

会場：並松グラウンド・阿武隈河川敷グラウンド

主管：仙台大学男子・女子ソフトボール部

男子トーナメント

１．福 島 大 学 ９

10

２．八戸工業大学 ０

６

３．弘 前 大 学 ２

４

４．宮城教育大学 ４

仙台大学

５．盛 岡 大 学 ０

17

６．仙 台 大 学 20

10

７．日本大学工学部 ０

１

８．東 北 大 学 １



67

ウインドミル№５

女子トーナメント

１．仙 台 大 学 ７

８

２．東北福祉大学 ０

仙台大学

３．盛 岡 大 学 12

１

４．宮城教育大学 ０

コメント

宮城国体のため例年10月中旬の秋季大会が、半月遅れで実施された。他の大会もこの時

期に集中して、会場探しや審判の手配が大変であった。一番心配された天候は１日目は快

晴で暖かく小春日和であったが、２日目以降は午前中雨で寒い日であった。とにかく選手

に怪我もなく、無事日程を終了した。男子は８チームが全て出場したが、女子は弘前大学

が部員不足のため春に続けて不参加となった。

男子の日本大学工学部－東北大学戦は、８回３－３の日没による引き分けとなり、翌日

再試合という珍しい記録を残した。その翌日の試合もスコアボードに０が並ぶ好ゲームと

なったが、ようやく最終回７回表の東北大学の１点が決勝点となり、前日からの15イニン

グの戦いに決着がついた。その試合でエネルギーを使い果たしたのか、東北大学は、春の

インカレ予選決勝で破った仙台大学に大敗したのは残念であった。

女子は仙台大学の順当勝ちであったが、今シーズン東北福祉大学の参加で活気が出てき

た。

表紙デザイン・写真・カット等の募集

ウインドミルの誌面を飾るものを次の要領で募集します。ご応募ください。

１．全日本大学ソフトボール連盟の事業を表すのにふさわしい作品

２．優秀な作品は、ウインドミルに掲載し、氏名を発表します。

３．応募資格は、連盟加盟大学の学生に限ります。

４．作品は未発表のものに限り、版権は連盟に帰属します。

５．締切は、毎年11月末日です。

６．送付・問い合わせ先

〒474-0011 愛知県大府市横根町名高山55 中京女子大学 水谷 博

ＦＡＸ （０５６２）４４－０３１０ 渉外課気付

E-mail mztn@chujo-u.ac.jp



【関東地区】

第２回「峠のまち」Matsuida Cup男・女大学ソフトボール強化大会

主催：松井田町・北関東甲信大学ソフトボールリーグ

主管：群馬県ソフトボール協会・安中市ソフトボール協会

高崎経済大学・新島学園女子短期大学

後援：松井田町教育委員会・松井田町体育協会

協賛：内外ゴム株式会社・大塚製薬株式会社

会期：平成13年４月28日（土）～29日（日）

会場：群馬県碓氷郡松井田町横川ふれあい運動公園野球場・坂本スポーツ広場

西横野多目的広場野球場・小日向農村広場

結果：

＜男子の部＞

【横川リーグ】

チーム名 山梨学院 信 州 城 西 長 野 勝点 順位

山梨学院 ＊ ×１－８ ×０－11 ○５－３ ２ ④

信 州 ○８－１ ＊ ×３－13 ×７－８ ２ ②

城 西 ○11－０ ○13－３ ＊ ○９－０ ６ ①

長 野 ×３－５ ○８－７ ×０－９ ＊ ２ ③

【碓氷リーグ】

チーム名 都留文科 高崎経済 筑 波 関東学園 勝点 順位

都留文科 ＊ ×３－10 ×４－12 △８－８ １ ④

高崎経済 ○10－３ ＊ △３－３ △３－３ ４ ②

筑 波 ○12－４ △３－３ ＊ ○７－６ ５ ①

関東学園 △８－８ △３－３ ×６－７ ＊ ２ ③
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【順位決定戦】

◇１－２位決定戦（ 城西大学 ８ ）－（ １ 筑波大学 ）

◇３－４位決定戦（ 信州大学 ９ ）－（ 10 高崎経済大学 ）

◇５－６位決定戦（ 長野大学 ５ ）－（ 11 関東学園大学 ）

◇７－８位決定戦（ 山梨学院大学 11 ）－（ ５ 都留文科大学 ）

【最終順位】

① 城西大学 ② 筑波大学 ③ 高崎経済大学

④ 信州大学 ⑤ 関東学園大学 ⑥ 長野大学

⑦ 山梨学院大学 ⑧ 都留文科大学

＜女子の部＞

チーム名 仙台Ａ 新島学園 仙台Ｂ 相模女子 東 海 順天堂 勝点 順位

仙台Ａ ＊ △２－２ ○３－２ △０－０ ○６－１ ○14－０ ８ ①

新島学園 △２－２ ＊ ×２－５ ○５－２ ○８－６ ○２－１ ７ ②

仙台Ｂ ×２－３ ○５－２ ＊ ○６－０ ×２－５ ○２－０ ６ ④

相模女子 △０－０ ×２－５ ×０－６ ＊ ×３－４ ○６－４ ３ ⑤

東 海 ×１－６ ×６－８ ○５－２ ○４－３ ＊ ○19－３ ６ ③

順天堂 ×０－14 ×１－２ ×０－２ ×４－６ ×３－19 ＊ ０ ⑥

第９回関東学生ソフトボール選手権大会

会期：平成13年５月18日（金）～20日（日）

会場：千葉県野田市東京理科大学グラウンド

主催：関東学生ソフトボール連盟

共催：

主管：千葉県ソフトボール協会
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【男子の部】

１．東 海 大 学 ７

２．日 本 大 学 ８ ６
２

３．芝浦工業大学 15
０

４．茨 城 大 学 ４
10 ３

５．群 馬 大 学 ３

６．筑 波 大 学 ６
３

７．都留文科大学 ４
１

８．埼 玉 大 学 ６
12 優 勝

９．関東学園大学 21
東 海 大 学

10．国際武道大学 ７
７

11．山梨学院大学 ０
３

12．高崎経済大学 ３
１

13．千 葉 大 学 ４

14．文 教 大 学 25 ２
０

15．中央学院大学 15

16．東京理科大学 17 ０
０

17．東京国際大学 ０ 18

18．城 西 大 学 ３

〈総 評〉

前年度インカレ準優勝の東海大学に対して、国際武道大学、あるいは近年急速に力をつ

けてきた城西大学がどういった戦い方をするのかが注目された大会であったが、投手力に

優る東海大学が連覇を達成した。決勝戦では、継投で粘る国際武道大学が、終盤疲れの見

える加藤投手に追いすがったが、一歩およばなかった。

茨城県下妻市で開催される今夏のインカレには、準優勝推薦枠の東海大学とベスト４の

国際武道大学、関東学園大学、城西大学、茨城大学および地元推薦枠の筑波大学が出場す

る。

【女子の部】

１．淑 徳 大 学 ６

２．相 模 女 子 大 学 ２ 13
２

３．文 教 大 学 １ ９

４．順 天 堂 大 学 19
０ 優 勝

５．千 葉 大 学 ８
淑 徳 大 学

６．新島学園女子短大 11
３

７．日 本 大 学 ０
１

８．筑 波 大 学 １
２

９．東 海 大 学 14

［代表決定戦］

順 天 堂 大 学 １
東海大学

東 海 大 学 ９
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〈総 評〉

８連覇中の淑徳大学が、今大会においてもまったく危なげのない戦い方で他を寄せつけ

ず、９年連続の優勝を達成した。投打にわたる洗練された試合運びは、すでに全国レベル

の大会で上位をねらえる水準にあり、今夏のインカレでは関東からの旋風を期待したい。

なお、インカレにはほかに新島学園女子短期大学と東海大学、そして地元推薦枠の筑波

大学が出場する。

第32回関東大学男子・女子ソフトボール選手権大会

主催：関東大学ソフトボール連盟、関東ソフトボール協会

主管：東京都ソフトボール協会・板橋区ソフトボール連盟

後援：板橋区教委・板橋区体育協会・東京都大学ソフトボール連盟

協賛：ナガセケンコー(株)・内外ゴム(株)

会期：平成13年10月26日（金）～29日（月）

会場：戸田市一般野球場・戸田少年野球広場・小豆沢野球場

【女子試合結果】

１．東 京 女 子 体 育 大 学 ７

２．日 本 大 学 ５ ７
０

３．相 模 女 子 大 学 10 東京女子体育
２

４．東 京 学 芸 大 学 15
０

５．日本大学生産資源科学部 ０
０

６．成 蹊 大 学 ０
３

７．東 海 大 学 17
３

８．国 士 舘 大 学 35 国士舘
８ 淑

９．筑 波 大 学 ０
徳

10．日 本 体 育 大 学 30
大

11．千 葉 大 学 ７ 15
０ 日本体育 学

12．創 価 大 学 ４ ０

13．順 天 堂 大 学 ７
０

14．学 習 院 大 学 ６
７

15．新島学園女子短期大学 ５
２

16．日 本 女 子 体 育 大 学 １

17．文 教 大 学 １ ７
０ 淑徳

18．早 稲 田 大 学 ７ ９

19．淑 徳 大 学 15
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【男子試合結果】
１．国 士 舘 大 学 ７

２．埼 玉 大 学 １ 11
０

３．中 央 大 学 ３ ７

４．都 留 文 科 大 学 ７
０

５．慶 應 義 塾 大 学 ４ 国士舘
３

６．東 京 国 際 大 学 ０
０

７．日 本 大 学 ８
０

８．群 馬 大 学 ０
８

９．早 稲 田 大 学 ７
９

10．中 央 学 院 大 学 ７
27

11．東 京 学 芸 大 学 ９
１

12．茨 城 大 学 25
６

13．帝 京 大 学 10
１

14．東 海 大 学 １ 日本体育
８

15．日 本 体 育 大 学 ７
23 国

16．山 梨 学 院 大 学 ３
０ 士

17．学 習 院 大 学 12
舘

18．文 教 大 学 １
７ 大

19．専 修 大 学 14
10 学

20．日本大学生産資源科学部 ８
８

21．成 蹊 大 学 19 成蹊
０

22．関 東 学 園 大 学 10
５

23．文教大学国際情報学部 ２
９

24．千 葉 大 学 10
０

25．東 京 大 学 １
１

26．筑 波 大 学 31
０

27．武 蔵 工 業 大 学 ０
４

28．城 西 大 学 ９
10

29．明 星 大 学 ０
２

30．東 京 理 科 大 学 16 国際武道
１

31．明 治 大 学 ２
５

32．高 崎 経 済 大 学 ２
13

33．国 際 武 道 大 学 ４



【北信越地区】

第７回北信越地区大学男子・女子ソフトボール選手権大会

（兼文部大臣杯第36回全日本大学ソフトボール選手権大会予選会）

会期：平成13年５月26・27日

主催：北信越地区大学ソフトボール連盟・北信越ソフトボール協会

会場：福井市開発グラウンド・町屋グラウンド・大島グラウンド

【試合結果】

＜男子＞

敦 賀 短 大 ４

７

信 州 大 学 11

３

富山国際大学 ９

８

福井県立大学 ４

富山大学

長 野 大 学 ０

３

福 井 大 学 ２

10

金 沢 大 学 ４

10

富 山 大 学 10

＜女子＞

長 野 大 学 ３

富 山 大 学 13 ７

10

上越教育大学 １ 富山大学

信 州 大 学 18

０

金 沢 大 学 ２
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第８回北信越地区大学男子・女子ソフトボール新人戦結果

主催 北信越地区大学ソフトボール連盟

主管 石川県ソフトボール協会・金沢市ソフトボール協会・

北信越ソフトボール協会

後援 石川県

会期 平成13年10月６日（土）・７日（日）

会場 石川県北部運動公園

【試合結果】

＜男 子＞

金 沢 大 学 ９

20

信 州 大 学 ９

10

富 山 大 学 １

信州大学

富山国際大学 13

５

福井県立大学 12

15

長 野 大 学 ４

12

福 井 大 学 ２

＜女 子＞

富 山 大 学 28

長 野 大 学 24 １

２

上越教育大学 14 信州大学

金 沢 大 学 ０

11

信 州 大 学 22

【講評】今年度の新人戦は男子、女子ともに信州大学が優勝した。男子の信州大学は投手

と打撃の両輪がうまくかみ合ってバランスの取れたチームでチーム力で勝ち進んだ。投手

は特に剛速球ではないがコントロールがよく、守備にリズムをもたらしている。打撃もリ

ズムがあり得点もコンスタントであるが失点も多く、課題があるように思え、優勝は総合

力といえる。準優勝の福井大学は、これまで実力を有しながらも上位に進出できなかった

が、今年は投打に優れている。他のチームも此からの楽しみなところで冬場のチーム作り

如何ではチャンスはあると思える。投手の整備、および打撃守備の力量の向上が課題であ

る。

女子では信州大学が安定して投手と打撃力で他チームに勝り優勝した。信州大学の投手

はコントロールとスピードがあり、安定した力と気力が備わっていることから今後の活躍

が期待できる。打撃力も春に比較して大幅に向上して余裕の優勝であった。他のチームも

投手の整備によって良くなるチームも多いのでやはり冬場の投手力の整備にかかっている

と思われる。

一般にチームは今が出発であり来春の大会までどの様にチームを作り上げるかにかかっ

ている。

残念なのは男子の敦賀短期大学チームが出場しなかったことであるが、来年の出場に期

待している。来年度が楽しみであります。（富山大学 黒田重靖）
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【東京地区】

平成13年度第33回東京都大学ソフトボール春季リーグ戦（男女）

☆男子１部

順 位 大 学 名 日 体 国士舘 早稲田 学習院 中 央 東 京 勝・負・分

○ ○ ○ ○ ○
優 勝 日 体 大 ５・０・０

３－０ ６－５ 14－０ 10－０ ８－０

● ○ ○ ○ ○
第２位 国 士 舘 大 ４・１・０

０－３ １－０ ７－０ ９－１ ９－０

● ● ● ○ ○
第３位 早 稲 田 大 ２・３・０

５－６ ０－１ ２－４ ６－１ ５－０

● ● ○ ● ○
第３位 学 習 院 大 ２・３・０

０－14 ０－７ ４－２ ２－９ ５－０

● ● ● ○ ○
第３位 中 央 大 ２・３・０

０－10 １－９ １－６ ９－２ ５－０

● ● ● ● ●
第６位 東 京 大 ０・５・０

０－８ ０－９ ０－５ ０－５ ０－５

☆男子２部

順 位 大 学 名 東 農 成 蹊 日 本 杏 林 学 芸 桜美林 勝・負・分

○ ○ ○ ○ ○
優 勝 東京農業大 ５・０・０

10－２ ３－２ ８－７ ３－１ 11－１

● ○ ○ ○ ○
第２位 成 蹊 大 ４・１・０

２－10 ６－４ 17－７ ７－３ 11－２

● ● ○ ○ ○
第３位 日 本 大 ３・２・０

２－３ ４－６ ３－０ ６－２ 11－０

● ● ● ○ △
第４位 杏 林 大 １・３・１

７－８ ７－17 ０－３ ７－２ ５－５

● ● ● ● ○
第５位 東京学芸大 １・４・０

１－３ ３－７ ２－６ ２－７ 13－３

● ● ● △ ●
第６位 桜 美 林 大 ０・４・１

１－11 ２－11 ０－11 ５－５ ３－13

☆男子３部

順 位 大 学 名 明 星 明 治 慶 應 文 教 東 洋 一 橋 勝・負・分

● ○ ○ ○ ○
優 勝 明 星 大 ４・１・０

８－10 ４－３ 12－２ 26－３ ４－２

○ ○ ○ ● △
第２位 明 治 大 ３・１・１

10－８ ６－５ 13－３ ４－７ ５－５

● ● ○ ○ ○
第３位 慶應義塾大 ３・２・０

３－４ ５－６ 11－１ ６－５ 10－０

● ● ● ○ ○
第４位 文 教 大 ２・３・０

２－12 ３－13 １－11 ９－８ ６－３

● ○ ● ● ○
第５位 東 洋 大 ２・３・０

３－26 ７－４ ５－６ ８－９ 10－３

● △ ● ● ●
第６位 一 橋 大 ０・４・１

２－４ ５－５ ０－10 ３－６ ３－10
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☆男子４部

順 位 大 学 名 専 修 ＩＣＵ 武蔵工 日 歯 帝 京 東 経 勝・負・分

△ ○ ○ ○ ○
優 勝 専 修 大 ４・０・１

３－３ ５－２ 12－０ 10－０ 13－11

△ ○ ○ ● ○
第２位 国際基督大 ３・１・１

３－３ ８－７ ７－２ １－９ ５－３

● ● ○ ○ ●
第３位 武蔵工業大 ２・３・０

２－５ ７－８ 17－16 13－12 10－14

● ● ● ○ ○
第３位 日本歯科大 ２・３・０

０－12 ２－７ 16－17 15－11 16－５

● ○ ● ● ○
第３位 帝 京 大 ２・３・０

０－10 ９－１ 12－13 11－15 13－５

● ● ○ ● ●
第６位 東京経済大 １・４・０

11－13 ３－５ 14－10 ５－16 ５－13

☆男子１部・２部入れ替え戦

東京大（１部６位）９－０東京農大（２部１位）＝東京大は１部残留

☆男子２部・３部入れ替え戦

桜美林大（２部６位）７－５明星大（３部１位） ＝桜美林大は２部残留

☆男子３部・４部入れ替え戦

一橋大（３部６位）３－７専修大（４部１位） ＝専修大は３部昇格

☆女子１部

順 位 大 学 名 日 体 東女体 日女体 学 芸 国士舘 早稲田 勝・負・分

○ ○ ○ ○ ○
優 勝 日 体 大 ５・０・０

９－１ ６－０ ８－０ ８－１ 10－０

● ○ ○ △ ○
第２位 東京女体大 ３・１・１

１－９ ４－１ ８－０ １－１ 17－０

● ● ○ ○ ○
第３位 日本女体大 ３・２・０

０－６ １－４ ３－０ ７－１ ８－０

● ● ● ○ ○
第４位 東京学芸大 ２・３・０

０－８ ０－８ ０－３ 10－７ ７－０

● △ ● ● ○
第５位 国 士 舘 大 １・３・１

１－８ １－１ １－７ ７－10 12－４

● ● ● ● ●
第６位 早 稲 田 大 ０・５・０

０－10 ０－17 ０－８ ０－７ ４－12

☆女子２部

順 位 大 学 名 学習院 日 本 創 価 中 央 明 星 桜美林 勝・負・分

○ ○ ○ ○ ○
優 勝 学 習 院 大 ５・０・０

６－５ 11－０ 14－12 14－４ 17－６

● ● ○ ○
第２位 日 本 大 ３・２・０

５－６ ５－９ 22－８ 13－３ ９－１

● ○ △ △ ○
第３位 創 価 大 ２・１・２

０－11 ９－５ ９－９ ８－８ ８－０

● ● △ ○ ○
第４位 中 央 大 ２・２・１

12－14 ８－22 ９－９ 13－10 ７－０

● ● △ ● ○
第５位 明 星 大 １・３・１

４－14 ３－13 ８－８ 10－13 ７－５

● ● ● ● ●
第６位 桜 美 林 大 ０・０・５

６－17 １－９ ０－８ ０－７ ５－７
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☆女子３部

専修大、明治大の参加辞退のため、成蹊大が１位（入れ替え戦出場）

☆女子１部・２部入れ替え戦

早稲田大（１部６位）２－９学習院大（２部１位） ＝学習院大は１部昇格

☆女子２部・３部入れ替え戦

桜美林大（３部１位）０－７成蹊大（３部１位） ＝成蹊大は２部昇格

第36回全日本大学ソフトボール選手権大会東京地区予選会

【男子】

学習院大 12

第３代表 学習院大学
明 星 大 ９

２
学 芸 大 ２

中 央 大 ５

第４代表 中央大学
明 治 大 13

４
日 本 大 ９

東 農 大 ５
９

専 修 大 ０
第５代表 東京農業大学

慶 應 大 ６
１

成 蹊 大 ２

なお、東京地区の第36回全日本大学ソフトボール選手権大会出場チームは、上記以外に、

全日本学連推薦（前年度優勝）で日本体育大学、第１代表は東京都学連推薦で国士舘大学、

第２代表は東京都学連で早稲田大学である。

【女子】

学 芸 大 10
６

成 蹊 大 ０
第３代表 東京学芸大学

日 本 大 １
２

早稲田大 ３

学習院大 10
２

創 価 大 １
第４代表 国士舘大学

中 央 大 ０
９

国士舘大 ７

なお、東京地区の第36回全日本大学ソフトボール選手権大会出場チームは、上記以外に、

全日本学連推薦（前年度優勝）で東京女子体育大学、第１代表は東京都学連推薦で日本体育

大学、第２代表は東京都学連推薦で日本女子体育大学である。
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平成13年度第33回東京都大学ソフトボール秋季リーグ戦（男女）

☆男子１部

順 位 大 学 名 国士舘 日 体 早稲田 学習院 東 京 中 央 勝・負・分

○ ● ○ ○ ○
優 勝 国 士 舘 大 ４・１・０

５－３ ３－４ 12－０ ７－４ ８－０

● ○ ○ ○ △
第２位 日 体 大 ３・１・１

３－５ ６－０ ８－０ 11－０ ２－２

○ ● △ ● ○
第３位 早 稲 田 大 ２・２・１

４－３ ０－６ １－１ １－３ ５－１

● ● △ ○ ○
第３位 学 習 院 大 ２・２・１

０－12 ０－８ １－１ ３－０ ８－０

● ● ○ ● ○
第５位 東 京 大 ２・３・０

４－７ ０－11 ３－１ ０－３ ３－１

● △ ● ● ●
第６位 中 央 大 ０・４・１

０－８ ２－２ １－５ ０－８ １－３

☆男子２部

順 位 大 学 名 日 本 東 農 成 蹊 杏 林 学 芸 桜美林 勝・負・分

○ ○ △ ○ ○
優 勝 日 本 大 ４・０・１

５－４ ８－２ ４－４ ８－０ 12－３

● ○ ○ ○ ○
第２位 東京農業大 ４・１・０

４－５ ８－１ ４－３ 11－４ 16－２

● ● ○ ○ ○
第３位 成 蹊 大 ３・２・０

２－８ １－８ ８－７ 15－５ ９－３

△ ● ● ○ ○
第４位 杏 林 大 ２・２・１

４－４ ３－４ ７－８ ７－５ ４－２

● ● ● ● ○
第５位 東京学芸大 １・４・０

０－８ ４－11 ５－15 ５－７ ４－３

● ● ● ● ●
第６位 桜 美 林 大 ０・５・０

３－12 ２－16 ３－９ ２－４ ３－４

☆男子３部

順 位 大 学 名 明 星 専 修 慶 応 明 治 東 洋 文 教 勝・負・分

○ ○ ○ ○ △
優 勝 明 星 大 ４・０・１

20－５ ６－０ ９－８ ４－２ ２－２

● ○ ○ ○ ○
第２位 専 修 大 ４・１・０

５－20 ９－０ ８－１ 13－３ 11－２

● ● ○ ○ ○
第３位 慶應義塾大 ３・２・０

０－６ ０－９ 11－７ 13－11 10－７

● ● ● ○ ○
第４位 明 治 大 ２・３・０

８－９ １－８ ７－11 15－５ 11－１

● ● ● ● ○
第５位 東 洋 大 １・４・０

２－４ ３－13 11－13 ５－15 18－17

△ ● ● ● ●
第６位 文 教 大 ０・４・１

２－２ ２－11 ７－10 １－11 17－18

☆男子１部・２部入れ替え戦
中央大（１部６位）４－０日本大（２部１位） ＝中央大は１部残留

☆男子２部最下位決定戦
東京学芸大４－３桜美林大 ＝桜美林大は入れ替え戦へ

☆男子２部・３部入れ替え戦
桜美林大（２部最下位）０－３明星大（３部１位） ＝明星大は２部昇格




